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第 (だい)３章 (しょう)　　　　第四期 (だいよんき)地域 (ちいき)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)


１　計画 (けいかく)の基本的 (きほんてき)な考 (かんが)え方 (かた)
（１）計画 (けいかく)の基本 (きほん)理念 (りねん)　●　●　●　●　●　●　●ささ
たが
て
にな
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小平市 (こだいらし)第三次 (だいさんじ)長期 (ちょうき)総合 (そうごう)計画 (けいかく)基本 (きほん)構想 (こうそう)（平成 (へいせい)18（2006）年度 (ねんど)～平成 (へいせい)32（2020）年度 (ねんど)・15年間 (ねんかん)）では、「健康 (けんこう)で、はつらつとしたまち」を将来 (しょうらい)都市像 (としぞう)の一 (ひと)つとして、「健康 (けんこう)で快適 (かいてき)な生 (い)き方 (かた)を支援 (しえん)し、自由 (じゆう)で自立 (じりつ)した生活 (せいかつ)の向上 (こうじょう)をめざす」「次 (じ)世代 (せだい)のすこやかな育成 (いくせい)や多様 (たよう)な生 (い)き方 (かた)を支援 (しえん)する」ことを、健康 (けんこう)福祉 (ふくし)分野 (ぶんや)・次 (じ)世代 (せだい)育成 (いくせい)分野 (ぶんや)の基本的 (きほんてき)な考 (かんが)え方 (かた)としています。
これまで、小平市 (こだいらし)では、平成 (へいせい)20（2008）年 (ねん)３月 (がつ)に策定 (さくてい)された小平市 (こだいらし)第三期 (だいさんき)地域 (ちいき)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)のもと、『だれもが共 (とも)に支 (ささ)えあい、健 (すこ)やかに、安心 (あんしん)して暮 (く)らせる、心 (こころ)豊 (ゆた)かな地域 (ちいき)社会 (しゃかい)の実現 (じつげん)』をめざしてきました。
現在 (げんざい)、国 (くに)が提唱 (ていしょう)している「地域 (ちいき)共生 (きょうせい)社会 (しゃかい)」は、介護 (かいご)や障 (しょう)がい、子 (こ)育 (そだ)て、生活 (せいかつ)困窮 (こんきゅう)といった分野 (ぶんや)の垣根 (かきね)を越 (こ)えた包括的 (ほうかつてき)な支援 (しえん)を展開 (てんかい)するものであり、これまで進 (すす)めてきた高齢者 (こうれいしゃ)を中心 (ちゅうしん)とした「地域 (ちいき)包括 (ほうかつ)ケアシステム」をより広 (ひろ)い意味 (いみ)で捉 (とら)えています。
[image: ]小平市 (こだいらし)においても、今後 (こんご)も少子 (しょうし)高齢化 (こうれいか)・核家族化 (かくかぞくか)等 (とう)の進行 (しんこう)が予想 (よそう)され、また複雑 (ふくざつ)かつ多様 (たよう)なニーズ等 (とう)に対応 (たいおう)した、市民 (しみん)、地域 (ちいき)、市 (し)のみんなでつくりあげていく、ふれあい、支 (ささ)えあう地域 (ちいき)社会 (しゃかい)のあり方 (かた)がますます重要 (じゅうよう)になってきていることから、『だれもが担 (にな)い手 (て)、お互 (たが)いに支 (ささ)えあいながら、安心 (あんしん)して暮 (く)らせる地域 (ちいき)共生 (きょうせい)社会 (しゃかい)をめざして』を計画 (けいかく)の基本 (きほん)理念 (りねん)として掲 (かか)げます。





（２）基本 (きほん)目標 (もくひょう)　●　●　●　●　●　●　●
計画 (けいかく)の基本 (きほん)理念 (りねん)『だれもが担 (にな)い手 (て)、お互 (たが)いに支 (ささ)えあいながら、安心 (あんしん)して暮 (く)らせる地域 (ちいき)共生 (きょうせい)社会 (しゃかい)をめざして』の実現 (じつげん)に向 (む)け、施策 (しさく)の共 (きょう)通 (つう)した目標 (もくひょう)として、次 (つぎ)の３つの基本 (きほん)目標 (もくひょう)を掲 (かか)げます。

基本 (きほん)目標 (もくひょう)１　地域 (ちいき)における支 (ささ)えあいの構築 (こうちく)

地域 (ちいき)においてあらゆる市民 (しみん)や多様 (たよう)な主体 (しゅたい)が役割 (やくわり)を持 (も)ち、お互 (たが)い助 (たす)けあうことで、安心 (あんしん)して暮 (く)らすことのできる「地域 (ちいき)共生 (きょうせい)社会 (しゃかい)」をめざします。

基本 (きほん)目標 (もくひょう)２　市民 (しみん)、地域 (ちいき)、市 (し)相互 (そうご)の協力 (きょうりょく)・協働 (きょうどう)

「地域 (ちいき)共生 (きょうせい)社会 (しゃかい)」をめざすにあたって、自助 (じじょ)・共助 (きょうじょ)・公 (こう)助 (じょ)の考 (かんが)えに基 (もと)づく支 (ささ)えあいが、より必要 (ひつよう)とされていることを受 (う)け、各々 (おのおの)の主体的 (しゅたいてき)な取組 (とりくみ)を尊重 (そんちょう)しつつ、市民 (しみん)、自治会 (じちかい)、市民 (しみん)活動 (かつどう)団体 (だんたい)、事 (じ)業者 (ぎょうしゃ)等 (とう)の地域 (ちいき)を構成 (こうせい)する様々 (さまざま)な人々 (ひとびと)、団体 (だんたい)と市 (し)が協力 (きょうりょく)・協働 (きょうどう)して、地域 (ちいき)全体 (ぜんたい)で福祉 (ふくし)を推進 (すいしん)します。

基本 (きほん)目標 (もくひょう)３　多様化 (たようか)する地域 (ちいき)生活 (せいかつ)課題 (かだい)解決 (かいけつ)への支援 (しえん)

支援 (しえん)を必要 (ひつよう)とされる人 (ひと)の立場 (たちば)に立 (た)って、その人 (ひと)の地域 (ちいき)生活 (せいかつ)課題 (かだい)を身近 (みぢか)な地域 (ちいき)で総合的 (そうごうてき)かつ継続的 (けいぞくてき)に把握 (はあく)し、適切 (てきせつ)なサービスの組 (く)み合 (あ)わせが提供 (ていきょう)される体制 (たいせい)を構築 (こうちく)します。



・市民 (しみん)の役割 (やくわり)：市民 (しみん)一人 (ひとり)ひとりの取組 (とりくみ)の方向性 (ほうこうせい)を示 (しめ)しています。
・地域 (ちいき)の役割 (やくわり)：民生 (みんせい)委員 (いいん)児童 (じどう)委員 (いいん)や自治会 (じちかい)、市民 (しみん)活動 (かつどう)団体 (だんたい)、ボランティア、事 (じ)業者 (ぎょうしゃ)等 (とう)、地域 (ちいき)における様々 (さまざま)な主体 (しゅたい)（担 (にな)い手 (て)）による取組 (とりくみ)の方向性 (ほうこうせい)を示 (しめ)しています。
・行政 (ぎょうせい)の役割 (やくわり)：小平市 (こだいらし)の取組 (とりくみ)の方向性 (ほうこうせい)を示 (しめ)しています。






（３）施策 (しさく)の体系 (たいけい)　●　●　●　●　●　●　●
小平市 (こだいらし)は、基本 (きほん)理念 (りねん)、基本 (きほん)目標 (もくひょう)を達成 (たっせい)するために、地域 (ちいき)共生 (きょうせい)社会 (しゃかい)の考 (かんが)え方 (かた)に基 (もと)づいた３本 (ほん)の施策 (しさく)の柱 (はしら)に沿 (そ)って、地域 (ちいき)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)に関 (かん)する施策 (しさく)を総合的 (そうごうてき)・体系的 (たいけいてき)に推進 (すいしん)します。【 施策 (しさく) 】
【 施策 (しさく)の柱 (はしら) 】
【 基本 (きほん)目標 (もくひょう) 】
【 基本 (きほん)理念 (りねん) 】


だれもが担 (にな)い手 (て)、お互 (たが)いに支 (ささ)えあいながら、
安心 (あんしん)して暮 (く)らせる地域 (ちいき)共生 (きょうせい)社会 (しゃかい)をめざして

①　地域 (ちいき)での交流 (こうりゅう)支援 (しえん)
（顔 (かお)の見 (み)える関係 (かんけい)づくり）
基本 (きほん)目標 (もくひょう)３	多様化 (たようか)する地域 (ちいき)生活 (せいかつ)課題 (かだい)解決 (かいけつ)への支援 (しえん)
基本 (きほん)目標 (もくひょう)２	市民 (しみん)、地域 (ちいき)、市 (し)相互 (そうご)の協力 (きょうりょく)・協働 (きょうどう)
基本 (きほん)目標 (もくひょう)１	地域 (ちいき)における支 (ささ)えあいの構築 (こうちく)



（１）お互 (たが)いに支 (ささ)えあう地域 (ちいき)づくり
②　地域 (ちいき)福祉 (ふくし)の担 (にな)い手 (て)の
確保 (かくほ)・育成 (いくせい)




③　地域 (ちいき)における社会 (しゃかい)参加 (さんか)
と生 (い)きがいづくり



①　情報 (じょうほう)提供 (ていきょう)・相談 (そうだん)支援 (しえん)体制 (たいせい)の充実 (じゅうじつ)
①　地域 (ちいき)の防犯 (ぼうはん)・防災 (ぼうさい)体制 (たいせい)の
充実 (じゅうじつ)




（２）支援 (しえん)が必要 (ひつよう)な人 (ひと)を支 (ささ)える仕組 (しく)みづくり
②　福祉 (ふくし)サービスの質 (しつ)の向上 (こうじょう)と権利 (けんり)擁護 (ようご)の推進 (すいしん)



③　生活 (せいかつ)困窮者 (こんきゅうしゃ)の自立 (じりつ)支援 (しえん)や複数 (ふくすう)かつ多様 (たよう)な課題 (かだい)を抱 (かか)えた人 (ひと)への対応 (たいおう)






（３）安全 (あんぜん)・安心 (あんしん)に暮 (く)らせる環境 (かんきょう)づくり


②　地域 (ちいき)での見守 (みまも)り体制 (たいせい)の
充実 (じゅうじつ)








地域 (ちいき)共生 (きょうせい)社会 (しゃかい)の考 (かんが)え方 (かた)に基 (もと)づいた３本 (ほん)の施策 (しさく)の柱 (はしら)に沿 (そ)って、施策 (しさく)を展開 (てんかい)します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※□は新規 (しんき)事業 (じぎょう)・取組 (とりくみ)

	【 施策 (しさく)の柱 (はしら) 】
	　　【 施策 (しさく) 】
	【 施策 (しさく)の展開 (てんかい)（主 (おも)な事業 (じぎょう)・取組 (とりくみ)） 】


１　高齢者 (こうれいしゃ)交流室 (こうりゅうしつ)の運営 (うんえい)
２　高齢者 (こうれいしゃ)交流 (こうりゅう)活動 (かつどう)（こだまちサロン）支援 (しえん)事業 (じぎょう)の推進 (すいしん)
３　放課後 (ほうかご)子 (こ)ども教室 (きょうしつ)の実施 (じっし)
４　コミュニティサロン活動 (かつどう)・居場所 (いばしょ)づくりへの支援 (しえん)
①地域 (ちいき)での交流 (こうりゅう)支援 (しえん)
（顔 (かお)の見 (み)える関係 (かんけい)づくり）
（１）
お互 (たが)いに支 (ささ)え
あう地域 (ちいき)づくり







②地域 (ちいき)福祉 (ふくし)の
担 (にな)い手 (て)の
確保 (かくほ)・育成 (いくせい)
１ 　地域 (ちいき)・地域 (ちいき)活動 (かつどう)に関 (かん)する意識 (いしき)の啓発 (けいはつ)
２ 　若年層 (じゃくねんそう)や勤労 (きんろう)世代 (せだい)等 (とう)によるボランティア・
市民 (しみん)活動 (かつどう)等 (とう)の推進 (すいしん)
３ 　介護 (かいご)予防 (よぼう)見守 (みまも)りボランティアの取組 (とりくみ)
４　 生活 (せいかつ)サポーターの養成 (ようせい)
５ 　介護 (かいご)予防 (よぼう)リーダーの養成 (ようせい)
６ 　認知症 (にんちしょう)支援 (しえん)リーダーの養成 (ようせい)
７　 認知症 (にんちしょう)サポーター養成 (ようせい)講座 (こうざ)
８ 　介護 (かいご)予防 (よぼう)ボランティアポイント制度 (せいど)
９ 　民生 (みんせい)委員 (いいん)児童 (じどう)委員 (いいん)への支援 (しえん)
10  自治会 (じちかい)への支援 (しえん)
11  ボランティアや市民 (しみん)活動 (かつどう)団体 (だんたい)等 (とう)への支援 (しえん)
12　事 (じ)業者 (ぎょうしゃ)や社会 (しゃかい)福祉 (ふくし)法人 (ほうじん)等 (とう)への支援 (しえん)
13　こだいらボランティアセンターや
小平 (こだいら)市民 (しみん)活動 (かつどう)支援 (しえん)センターの支援 (しえん)・運営 (うんえい)
14　地域 (ちいき)の大学 (だいがく)との連携 (れんけい)
15　地域 (ちいき)連携 (れんけい)のための会議 (かいぎ)等 (とう)の開催 (かいさい)
16　生活 (せいかつ)支援 (しえん)体制 (たいせい)の整備 (せいび)
17　地域 (ちいき)における住民 (じゅうみん)主体 (しゅたい)の課題 (かだい)解決 (かいけつ)の
体制 (たいせい)づくりを支援 (しえん)する仕組 (しく)みの検討 (けんとう)

















１　高齢 (こうれい)クラブへの支援 (しえん)
２　シニア講座 (こうざ)（シルバー大学 (だいがく)）の開設 (かいせつ)
３　障 (しょう)がいのある人 (ひと)の生涯 (しょうがい)学習 (がくしゅう)の場 (ば)の充実 (じゅうじつ)
４　シルバー人材 (じんざい)センターの運営 (うんえい)補助 (ほじょ)
５　障 (しょう)がいのある人 (ひと)の就労 (しゅうろう)支援 (しえん)と就労 (しゅうろう)相談 (そうだん)等 (とう)の充実 (じゅうじつ)
６　コミュニティサロン活動 (かつどう)・居場所 (いばしょ)づくりへの支援 (しえん)（再掲 (さいけい)）
③地域 (ちいき)における社会 (しゃかい)参加 (さんか)と
生 (い)きがいづくり















	【 施策 (しさく)の柱 (はしら) 】
	　　【 施策 (しさく) 】
	【 施策 (しさく)の展開 (てんかい)（主 (おも)な事業 (じぎょう)・取組 (とりくみ)） 】


１　様々 (さまざま)な機会 (きかい)・媒体 (ばいたい)を通 (とお)した情報 (じょうほう)提供 (ていきょう)の充実 (じゅうじつ)
２　相談 (そうだん)窓口 (まどぐち)の周知 (しゅうち)と関係 (かんけい)機関 (きかん)との連携 (れんけい)の推進 (すいしん)
３　地域 (ちいき)における住民 (じゅうみん)主体 (しゅたい)の課題 (かだい)解決 (かいけつ)の体制 (たいせい)づくりを支援 (しえん)する仕組 (しく)みの検討 (けんとう)（再掲 (さいけい)）
①情報 (じょうほう)提供 (ていきょう)・
相談 (そうだん)支援 (しえん)体制 (たいせい)の充実 (じゅうじつ)
（２）
支援 (しえん)が必要 (ひつよう)な人 (ひと)を支 (ささ)える仕組 (しく)みづくり
１　生活 (せいかつ)困窮者 (こんきゅうしゃ)自立 (じりつ)支援 (しえん)事業 (じぎょう)の充実 (じゅうじつ)
２　相談 (そうだん)窓口 (まどぐち)の周知 (しゅうち)と関係 (かんけい)機関 (きかん)との連携 (れんけい)の推進 (すいしん)（再掲 (さいけい)）
３　地域 (ちいき)における住民 (じゅうみん)主体 (しゅたい)の課題 (かだい)解決 (かいけつ)の体制 (たいせい)づくりを支援 (しえん)する仕組 (しく)みの検討 (けんとう)（再掲 (さいけい)）
③生活 (せいかつ)困窮者 (こんきゅうしゃ)の自立 (じりつ)支援 (しえん)や
複数 (ふくすう)かつ多様 (たよう)な課題 (かだい)を抱 (かか)えた人 (ひと)への対応 (たいおう)
１　福祉 (ふくし)サービス第三者 (だいさんしゃ)評価 (ひょうか)の受 (じゅ)審 (しん)の促進 (そくしん)
２　成年 (せいねん)後見 (こうけん)制度 (せいど)の周知 (しゅうち)と利用 (りよう)の促進 (そくしん)
３　市民 (しみん)後見人 (こうけんにん)の養成 (ようせい)
４　虐待 (ぎゃくたい)・暴力 (ぼうりょく)防止 (ぼうし)の強化 (きょうか)
②福祉 (ふくし)サービスの質 (しつ)の向上 (こうじょう)と権利 (けんり)擁護 (ようご)の
推進 (すいしん)







































	【 施策 (しさく)の柱 (はしら) 】
	　　【 施策 (しさく) 】
	【 施策 (しさく)の展開 (てんかい)（主 (おも)な事業 (じぎょう)・取組 (とりくみ)） 】


（３）
安全 (あんぜん)・安心 (あんしん)に
暮 (く)らせる環境 (かんきょう)
づくり
１　地域 (ちいき)の防犯 (ぼうはん)意識 (いしき)の啓発 (けいはつ)
２　自主 (じしゅ)防災 (ぼうさい)組織 (そしき)の結成 (けっせい)への支援 (しえん)
３　避難所 (ひなんじょ)管理 (かんり)運営 (うんえい)マニュアル作成 (さくせい)の支援 (しえん)
４　避難 (ひなん)行動 (こうどう)要支援者 (ようしえんしゃ)の避難 (ひなん)支援 (しえん)体制 (たいせい)の整備 (せいび)
５　地域 (ちいき)における防災 (ぼうさい)訓練 (くんれん)の充実 (じゅうじつ)
①地域 (ちいき)の防犯 (ぼうはん)・防災 (ぼうさい)体制 (たいせい)の
充実 (じゅうじつ)








１　子 (こ)どもの見守 (みまも)り活動 (かつどう)の推進 (すいしん)
２　見守 (みまも)りのための連携 (れんけい)の推進 (すいしん)
３　介護 (かいご)予防 (よぼう)見守 (みまも)りボランティアの取組 (とりくみ)（再掲 (さいけい)）
４　高齢者 (こうれいしゃ)交流 (こうりゅう)活動 (かつどう)（こだまちサロン）支援 (しえん)事業 (じぎょう)の推進 (すいしん)（再掲 (さいけい)）
５　放課後 (ほうかご)子 (こ)ども教室 (きょうしつ)の実施 (じっし)（再掲 (さいけい)）
②地域 (ちいき)での見守 (みまも)り体制 (たいせい)の充実 (じゅうじつ)
























２　施策 (しさく)の取組 (とりくみ)
（１）お互 (たが)いに支 (ささ)えあう地域 (ちいき)づくり　●　●　●　●　●　●　●
少子 (しょうし)高齢化 (こうれいか)や核家族化 (かくかぞくか)、共 (とも)働 (ばたら)き世代 (せだい)の増加 (ぞうか)等 (とう)、地域 (ちいき)を取 (と)り巻 (ま)く社会 (しゃかい)環境 (かんきょう)の変化 (へんか)の中 (なか)で、だれもがいきいきと安心 (あんしん)して暮 (く)らすためには、地域 (ちいき)住民 (じゅうみん)や地域 (ちいき)の多様 (たよう)な主体 (しゅたい)が、地域 (ちいき)生活 (せいかつ)課題 (かだい)を自 (みずか)らの問題 (もんだい)として受 (う)け止 (と)め、助 (たす)けあい、支 (ささ)えあう中 (なか)で解決 (かいけつ)を図 (はか)り、生活 (せいかつ)する、活動 (かつどう)するという意識 (いしき)をもち、実践 (じっせん)していくことが重要 (じゅうよう)になります。
日 (ひ)ごろから、あいさつ等 (とう)によりお互 (たが)いに関 (かか)わりあうことが、支 (ささ)えあうことにつながります。
一方 (いっぽう)で、地域 (ちいき)生活 (せいかつ)課題 (かだい)を解 (かい)決 (けつ)していくためには、高齢化 (こうれいか)の進行 (しんこう)もあり、地域 (ちいき)活動 (かつどう)やボランティア活動 (かつどう)等 (とう)において、新 (あら)たな担 (にな)い手 (て)を確保 (かくほ)・育成 (いくせい)していくことも必要 (ひつよう)です。　
また、だれもが生 (い)き生 (い)きと自分 (じぶん)らしく生活 (せいかつ)していくためには、増加 (ぞうか)しつつある高齢者 (こうれいしゃ)や障 (しょう)がいのある人 (ひと)等 (とう)が、様々 (さまざま)な活動 (かつどう)に参加 (さんか)し、生 (い)きがいを感 (かん)じるような取組 (とりくみ)が求 (もと)められています。

① 地域 (ちいき)での交流 (こうりゅう)支援 (しえん)（顔 (かお)の見 (み)える関係 (かんけい)づくり）
地域 (ちいき)におけるふれあい、関 (かか)わりあいの第一歩 (だいいっぽ)として、あいさつや声 (こえ)かけを行 (おこな)えるようにします。
また、様々 (さまざま)な世代 (せだい)が交流 (こうりゅう)できるきっかけづくりを進 (すす)め、お互 (たが)いの“顔 (かお)の見 (み)える関係 (かんけい)”を通 (とお)して、助 (たす)けあい、支 (ささ)えあう意識 (いしき)を育 (そだ)て、地域 (ちいき)活動 (かつどう)に参加 (さんか)しやすい環境 (かんきょう)をつくります。

○ 各主体 (かくしゅたい)に期待 (きたい)される役割 (やくわり)
【 市民 (しみん)の役割 (やくわり) 】
・市民 (しみん)一人 (ひとり)ひとりが、お互 (たが)いを尊重 (そんちょう)しながら、関 (かか)わりあいます。
・近所 (きんじょ)の人 (ひと)と日 (ひ)ごろからあいさつを交 (か)わし、ちょっとした声 (こえ)かけを心 (こころ)がけます。
・地域 (ちいき)とのつながりやつきあいの機会 (きかい)の多 (おお)い人 (ひと)のほうが、健康 (けんこう)状態 (じょうたい)が良 (よ)い傾向 (けいこう)にあることから、地域 (ちいき)での集 (あつ)まりや世代間 (せだいかん)交流 (こうりゅう)等 (とう)の機会 (きかい)に、積極的 (せっきょくてき)に参加 (さんか)します。
・行事 (ぎょうじ)やイベントのときには、隣 (となり)近所 (きんじょ)で声 (こえ)をかけあう等 (とう)、お互 (たが)いが参加 (さんか)しやすい雰囲気 (ふんいき)をつくります。




【 地域 (ちいき)の役割 (やくわり) 】
・行事 (ぎょうじ)やイベントの開催 (かいさい)を通 (つう)じて、地域 (ちいき)住民 (じゅうみん)等 (とう)の間 (あいだ)の親睦 (しんぼく)を図 (はか)り、また活動 (かつどう)や業務 (ぎょうむ)への理解 (りかい)を求 (もと)めます。
・人 (ひと)と人 (ひと)とのつながりを保 (たも)つ中 (なか)で、地域 (ちいき)活動 (かつどう)やボランティア活動 (かつどう)等 (とう)への協力 (きょうりょく)を求 (もと)めます。
・一人暮 (ひとりぐ)らしや閉 (と)じこもりがちな高齢者 (こうれいしゃ)を対象 (たいしょう)とした「ほのぼのひろば」等 (とう)の取組 (とりくみ)のほか、社会 (しゃかい)福祉協 (ふくしきょう)議会 (ぎかい)や小平 (こだいら)市民 (しみん)活動 (かつどう)支援 (しえん)センター等 (とう)の支援 (しえん)を受 (う)け、地域 (ちいき)生活 (せいかつ)課題 (かだい)の解決 (かいけつ)に向 (む)けた自主的 (じしゅてき)な取組 (とりくみ)を進 (すす)めます。

【 行政 (ぎょうせい)の役割 (やくわり) 】
・地域 (ちいき)における多世代 (たせだい)交流 (こうりゅう)の取組 (とりくみ)等 (とう)の支援 (しえん)に努 (つと)めます。
＜ 主 (おも)な事業 (じぎょう)・取組 (とりくみ) ＞
	No.
	事業 (じぎょう)・取組 (とりくみ)
	概要 (がいよう)
	担当 (たんとう)

	１
	高齢者 (こうれいしゃ)交流室 (こうりゅうしつ)の運営 (うんえい)
	小平 (こだいら)第二 (だいに)小学 (しょうがっ)校内 (こうない)を利用 (りよう)し、囲碁 (いご)・将棋 (しょうぎ)・手芸 (しゅげい)等 (とう)の趣味 (しゅみ)や創作 (そうさく)活動 (かつどう)、レクリエーション、季節 (きせつ)の行事 (ぎょうじ)等 (とう)を行 (おこな)い、小学生 (しょうがくせい)との世代間 (せだいかん)交流 (こうりゅう)等 (とう)を通 (とお)して、高齢者 (こうれいしゃ)の生 (い)きがいの充実 (じゅうじつ)と介護 (かいご)予防 (よぼう)を図 (はか)ります。
	高齢者 (こうれいしゃ)支援課 (しえんか)

	２
	高齢者 (こうれいしゃ)交流 (こうりゅう)活動 (かつどう)
（こだまちサロン）
支援 (しえん)事業 (じぎょう)の推進 (すいしん)
	高齢者 (こうれいしゃ)の外出 (がいしゅつ)の機会 (きかい)の創出 (そうしゅつ)等 (とう)を図 (はか)り、多世代 (たせだい)交流 (こうりゅう)も含 (ふく)めた地域 (ちいき)社会 (しゃかい)の支 (ささ)えあいの構築 (こうちく)を目的 (もくてき)に、高齢者 (こうれいしゃ)を主体 (しゅたい)とした自発的 (じはつてき)な交流 (こうりゅう)活動 (かつどう)を支援 (しえん)します。
	高齢者 (こうれいしゃ)支援課 (しえんか)

	３
	放課後 (ほうかご)子 (こ)ども教室 (きょうしつ)の実施 (じっし)
	地域 (ちいき)のボランティアの力 (ちから)により、各小学 (かくしょうがっ)校区 (こうく)において、子 (こ)どもたちの放課後 (ほうかご)等 (とう)の安全 (あんぜん)・安心 (あんしん)な居場所 (いばしょ)として、学 (まな)びや体験 (たいけん)、世代間 (せだいかん)交流 (こうりゅう)等 (とう)の場 (ば)を提 (てい)供 (きょう)します。
	地域 (ちいき)学習 (がくしゅう)支援課 (しえんか)

	４
	コミュニティサロン活動 (かつどう)・居場所 (いばしょ)づくりへの支援 (しえん)
	だれもが気軽 (きがる)に集 (あつ)まり、交流 (こうりゅう)を持 (も)てる場 (ば)づくりについて、市民 (しみん)の自主的 (じしゅてき)な取組 (とりくみ)を尊重 (そんちょう)しながら、地域 (ちいき)の実情 (じつじょう)に応 (おう)じた支援 (しえん)を進 (すす)めます。また、地域 (ちいき)センターや公民館 (こうみんかん)等 (とう)の既存 (きぞん)施設 (しせつ)の有効 (ゆうこう)活用 (かつよう)等 (とう)を研究 (けんきゅう)します。
	市民 (しみん)協働 (きょうどう)・男女 (だんじょ)参画 (さんかく)推進課 (すいしんか)
子育 (こそだ)て支援課 (しえんか)
高齢者 (こうれいしゃ)支援課 (しえんか)
公民館 (こうみんかん)
社会 (しゃかい)福祉協 (ふくしきょう)議会 (ぎかい)
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高齢者 (こうれいしゃ)交流室 (こうりゅうしつ)


② 地域 (ちいき)福祉 (ふくし)の担 (にな)い手 (て)の確保 (かくほ)・育成 (いくせい)
地域 (ちいき)には、民生 (みんせい)委員 (いいん)児童 (じどう)委員 (いいん)や自治会 (じちかい)、高齢 (こうれい)クラブ、市民 (しみん)活動 (かつどう)団体 (だんたい)、ＰＴＡ (ピーティーエー)、ボランティア、事 (じ)業者 (ぎょうしゃ)等 (とう)、様々 (さまざま)な活動 (かつどう)主体 (しゅたい)（担 (にな)い手 (て)）が存在 (そんざい)しますが、ニーズの複雑化 (ふくざつか)・多様化 (たようか)が進 (すす)む一方 (いっぽう)で、地域 (ちいき)の支 (ささ)えあいを担 (にな)う人材 (じんざい)の確保 (かくほ)が難 (むずか)しくなっています。
地域 (ちいき)において困 (こま)りごと等 (とう)を抱 (かか)えた人 (ひと)の支援 (しえん)を行 (おこな)うために、新 (あら)たに活動 (かつどう)できる人材 (じんざい)の確保 (かくほ)とともに、様々 (さまざま)な地域 (ちいき)生活 (せいかつ)課題 (かだい)に対応 (たいおう)できるよう、人材 (じんざい)の育成 (いくせい)に努 (つと)めます。

○ 各主体 (かくしゅたい)に期待 (きたい)される役割 (やくわり)
【 市民 (しみん)の役割 (やくわり) 】
・地域 (ちいき)で行 (おこな)われる様々 (さまざま)な行事 (ぎょうじ)やイベントに、積極的 (せっきょくてき)に参加 (さんか)・協力 (きょうりょく)します。
・一人 (ひとり)ひとりが日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)において、身近 (みぢか)な地域 (ちいき)に関心 (かんしん)を持 (も)ち、自分 (じぶん)や家族 (かぞく)が暮 (く)らしたい地域 (ちいき)を考 (かんが)えるよう心掛 (こころが)けます。
・自治会 (じちかい)や青少年 (せいしょうねん)対策 (たいさく)地区 (ちく)委員会 (いいんかい)等 (とう)の活動 (かつどう)に参加 (さんか)します。
・こだいらボランティアセンターや小平 (こだいら)市民 (しみん)活動 (かつどう)支援 (しえん)センター等 (とう)を通 (とお)して、市民 (しみん)活動 (かつどう)やボランティア活動 (かつどう)について知 (し)り、参加 (さんか)します。
・地域 (ちいき)の人材 (じんざい)育成 (いくせい)等 (とう)の学習 (がくしゅう)の機会 (きかい)を利用 (りよう)して、介護 (かいご)予防 (よぼう)や認知症 (にんちしょう)等 (とう)の知識 (ちしき)や技術 (ぎじゅつ)の習得 (しゅうとく)に努 (つと)め、地域 (ちいき)に貢献 (こうけん)します。
・隣家 (りんか)が高齢者 (こうれいしゃ)の一人暮 (ひとりぐ)らし世帯 (せたい)等 (とう)の場合 (ばあい)に、「電気 (でんき)がついている、いない」を気 (き)に掛 (か)ける等 (とう)、自 (みずか)らできることから地域 (ちいき)の生活 (せいかつ)課題 (かだい)を把握 (はあく)し、解決 (かいけつ)に向 (む)けて取 (と)り組 (く)みます。

【 地域 (ちいき)の役割 (やくわり) 】
・事 (じ)業者 (ぎょうしゃ)や市民 (しみん)活動 (かつどう)団体 (だんたい)等 (とう)は、活動 (かつどう)の基盤 (きばん)である地域 (ちいき)に関心 (かんしん)を持 (も)ちます。
・市民 (しみん)のボランティア・市民 (しみん)活動 (かつどう)団体 (だんたい)等 (とう)への参加 (さんか)機会 (きかい)を提 (てい)供 (きょう)します。
・事 (じ)業者 (ぎょうしゃ)や市民 (しみん)活動 (かつどう)団体 (だんたい)等 (とう)は、質 (しつ)の高 (たか)いサービスを提供 (ていきょう)できる知識 (ちしき)と技能 (ぎのう)、モラルを持 (も)った福祉 (ふくし)人材 (じんざい)の確保 (かくほ)・育成 (いくせい)に努 (つと)めます。
・市民 (しみん)への積極的 (せっきょくてき)な情報 (じょうほう)発信 (はっしん)とともに、地域 (ちいき)における団体 (だんたい)等 (とう)や行政 (ぎょうせい)との連携 (れんけい)に努 (つと)めます。
・事 (じ)業者 (ぎょうしゃ)や市民 (しみん)活動 (かつどう)団体 (だんたい)等 (とう)は、地域 (ちいき)の人材 (じんざい)育成 (いくせい)等 (とう)の学習 (がくしゅう)の機会 (きかい)へ、情報 (じょうほう)や人材 (じんざい)、場 (ば)の提供 (ていきょう)等 (とう)により、積極的 (せっきょくてき)に協力 (きょうりょく)します。

【 行政 (ぎょうせい)の役割 (やくわり) 】
・地域 (ちいき)福祉 (ふくし)を担 (にな)う人材 (じんざい)の確保 (かくほ)・育成 (いくせい)に、社会 (しゃかい)福祉協 (ふくしきょう)議会 (ぎかい)等 (とう)と連携 (れんけい)して取 (と)り組 (く)みます。


＜ 主 (おも)な事業 (じぎょう)・取組 (とりくみ) ＞
	No.
	事業 (じぎょう)・取組 (とりくみ)
	概要 (がいよう)
	担当 (たんとう)

	１
	地域 (ちいき)・地域 (ちいき)活動 (かつどう)に関 (かん)する意識 (いしき)の啓発 (けいはつ)
	市報 (しほう)や市 (し)ホームページ等 (とう)を通 (とお)した地域 (ちいき)の行事 (ぎょうじ)の紹介 (しょうかい)等 (とう)により、市民 (しみん)、事 (じ)業者 (ぎょうしゃ)及 (およ)び市民 (しみん)活動 (かつどう)団体 (だんたい)等 (とう)へ、生活 (せいかつ)・活動 (かつどう)の基盤 (きばん)である地域 (ちいき)に愛着 (あいちゃく)を持 (も)ち、地域 (ちいき)活動 (かつどう)に関 (かか)わってもらえるよう働 (はたら)きかけます。
	秘書 (ひしょ)広報課 (こうほうか)
市民 (しみん)協働 (きょうどう)・男女 (だんじょ)参画 (さんかく)推進課 (すいしんか)
産業 (さんぎょう)振興課 (しんこうか)
公民館 (こうみんかん)

	２
	若年層 (じゃくねんそう)や勤労 (きんろう)世代 (せだい)等 (とう)によるボランティア・市民 (しみん)活動 (かつどう)等 (とう)の推進 (すいしん)
	市民 (しみん)が地域 (ちいき)に関心 (かんしん)を持 (も)ち、身近 (みぢか)に感 (かん)じてもらえるようにするための、ボランティアや市民 (しみん)活動 (かつどう)団体 (だんたい)等 (とう)の紹介 (しょうかい)や、行事 (ぎょうじ)、各種 (かくしゅ)講座 (こうざ)等 (とう)を開 (かい)催 (さい)します。
	市民 (しみん)協働 (きょうどう)・男女 (だんじょ)参画 (さんかく)推進課 (すいしんか)
公民館 (こうみんかん)
社会 (しゃかい)福祉協 (ふくしきょう)議会 (ぎかい)

	３
	介護 (かいご)予防 (よぼう)見守 (みまも)りボランティアの取組 (とりくみ)
	登録 (とうろく)研修 (けんしゅう)を受 (う)け、介護 (かいご)予防 (よぼう)見守 (みまも)りボランティアの登録 (とうろく)を行 (おこな)った高齢者 (こうれいしゃ)等 (とう)が、地域 (ちいき)包括 (ほうかつ)支援 (しえん)センターと連携 (れんけい)しながら、地域 (ちいき)においてさりげない見守 (みまも)り活動 (かつどう)を行 (おこな)うことで、地域 (ちいき)の見守 (みまも)り体制 (たいせい)を強化 (きょうか)するとともに、ボランティアとして活動 (かつどう)する高齢者 (こうれいしゃ)の介護 (かいご)予防 (よぼう)を推進 (すいしん)します。
	高齢者 (こうれいしゃ)支援課 (しえんか)

	４
	生活 (せいかつ)サポーターの養成 (ようせい)
	介護 (かいご)予防 (よぼう)・日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)支援 (しえん)総合 (そうごう)事業 (じぎょう)の生活 (せいかつ)援助 (えんじょ)サービスの担 (にな)い手 (て)を養成 (ようせい)します。
	高齢者 (こうれいしゃ)支援課 (しえんか)

	５
	介護 (かいご)予防 (よぼう)リーダーの養成 (ようせい)
	市 (し)が実施 (じっし)する介護 (かいご)予防 (よぼう)講座 (こうざ)の運営 (うんえい)への協力 (きょうりょく)や、介護 (かいご)予防 (よぼう)に関 (かん)する集 (あつ)まりを独自 (どくじ)に実施 (じっし)する担 (にな)い手 (て)を養成 (ようせい)します。
	高齢者 (こうれいしゃ)支援課 (しえんか)

	６
	認知症 (にんちしょう)支援 (しえん)
リーダーの養成 (ようせい)
	認知症 (にんちしょう)の人 (ひと)やその家族 (かぞく)への適切 (てきせつ)なサポートや、認知症 (にんちしょう)カフェ等 (とう)でのボランティアを行 (おこな)う担 (にな)い手 (て)を養成 (ようせい)します。
	高齢者 (こうれいしゃ)支援課 (しえんか)

	７
	認知症 (にんちしょう)サポーター養成 (ようせい)講座 (こうざ)
	認知症 (にんちしょう)について正 (ただ)しく理解 (りかい)し、認知症 (にんちしょう)の人 (ひと)やその家族 (かぞく)を見守 (みまも)り、支援 (しえん)する「認知症 (にんちしょう)サポーター」の養成 (ようせい)講座 (こうざ)を実施 (じっし)します。
	高齢者 (こうれいしゃ)支援課 (しえんか)





	No.
	事業 (じぎょう)・取組 (とりくみ)
	概要 (がいよう)
	担当 (たんとう)

	８
	介護 (かいご)予防 (よぼう)ボランティアポイント制度 (せいど)
	地域 (ちいき)包括 (ほうかつ)支援 (しえん)センターが実施 (じっし)する介護 (かいご)予防 (よぼう)講座 (こうざ)の運営 (うんえい)の補助 (ほじょ)などの、高齢者 (こうれいしゃ)の介護 (かいご)予防 (よぼう)に資 (し)するボランティア活動 (かつどう)実績 (じっせき)を、介護 (かいご)予防 (よぼう)ボランティアポイントとして評価 (ひょうか)することにより、介護 (かいご)予防 (よぼう)を促進 (そくしん)し、もって元気 (げんき)な高齢者 (こうれいしゃ)が地域 (ちいき)に貢献 (こうけん)できるような取組 (とりくみ)を推進 (すいしん)します。
介護 (かいご)予防 (よぼう)ボランティアポイントは、小平 (こだいら)商工会 (しょうこうかい)が発行 (はっこう)する小平 (こだいら)ベリースタンプと交換 (こうかん)ができます。
	高齢者 (こうれいしゃ)支援課 (しえんか)

	９
	民生 (みんせい)委員 (いいん)児童 (じどう)委員 (いいん)
への支援 (しえん)
	地域 (ちいき)住民 (じゅうみん)の相談 (そうだん)に応 (おう)じ、必要 (ひつよう)な情報 (じょうほう)提供 (ていきょう)を行 (おこな)う等 (とう)、地域 (ちいき)と関係 (かんけい)機関 (きかん)とのつなぎ役 (やく)を担 (にな)う民生 (みんせい)委員 (いいん)児童 (じどう)委員 (いいん)の活動 (かつどう)内容 (ないよう)を周知 (しゅうち)するとともに、活動 (かつどう)しやすい環境 (かんきょう)づくりに努 (つと)めます。
	生活 (せいかつ)支援課 (しえんか)

	10
	自治会 (じちかい)への支援 (しえん)
	自治会 (じちかい)の取組 (とりくみ)事例 (じれい)の紹介 (しょうかい)等 (とう)により、会員 (かいいん)の高齢化 (こうれいか)等 (とう)の課題 (かだい)を持 (も)つ自治会 (じちかい)が活動 (かつどう)しやすいよう支援 (しえん)します。
	市民 (しみん)協働 (きょうどう)・男女 (だんじょ)参画 (さんかく)推進課 (すいしんか)

	11
	ボランティアや市民 (しみん)活動 (かつどう)団体 (だんたい)等 (とう)への支援 (しえん)
	社会 (しゃかい)福祉協 (ふくしきょう)議会 (ぎかい)・公民館 (こうみんかん)等 (とう)との連携 (れんけい)や、小平 (こだいら)市民 (しみん)活動 (かつどう)支援 (しえん)センターの運営 (うんえい)を通 (とお)して、ボランティアや市民 (しみん)活動 (かつどう)団体 (だんたい)等 (とう)への地域 (ちいき)情報 (じょうほう)の提供 (ていきょう)や相談 (そうだん)、情報 (じょうほう)の共有 (きょうゆう)や連携 (れんけい)に向 (む)けた交流 (こうりゅう)の場 (ば)の提供 (ていきょう)等 (とう)の支援 (しえん)を行 (おこな)います。
	市民 (しみん)協働 (きょうどう)・男女 (だんじょ)参画 (さんかく)推進課 (すいしんか)
公民館 (こうみんかん)
社会 (しゃかい)福祉協 (ふくしきょう)議会 (ぎかい)

	12
	事 (じ)業者 (ぎょうしゃ)や社会 (しゃかい)福祉 (ふくし)法人 (ほうじん)等 (とう)への支援 (しえん)
	市内 (しない)の事 (じ)業者 (ぎょうしゃ)や社会 (しゃかい)福祉 (ふくし)法人 (ほうじん)等 (とう)による地域 (ちいき)活動 (かつどう)への取組 (とりくみ)を支援 (しえん)します。
	産業 (さんぎょう)振興課 (しんこうか)
社会 (しゃかい)福祉協 (ふくしきょう)議会 (ぎかい)

	13
	こだいらボランティアセンターや小平 (こだいら)市民 (しみん)活動 (かつどう)支援 (しえん)センターの支援 (しえん)・運営 (うんえい)
	ボランティアや市民 (しみん)活動 (かつどう)団体 (だんたい)等 (とう)を支援 (しえん)する中間 (ちゅうかん)支援 (しえん)組織 (そしき)の機能 (きのう)強化 (きょうか)を図 (はか)ります。
	生活 (せいかつ)支援課 (しえんか)
市民 (しみん)協働 (きょうどう)・男女 (だんじょ)参画 (さんかく)推進課 (すいしんか)





	No.
	事業 (じぎょう)・取組 (とりくみ)
	概要 (がいよう)
	担当 (たんとう)

	14
	地域 (ちいき)の大学 (だいがく)との連携 (れんけい)
	小平市 (こだいらし)大学 (だいがく)連携協 (れんけいきょう)議会 (ぎかい)（こだいらブルーベリーリーグ）を中心 (ちゅうしん)とした連携 (れんけい)を通 (とお)して、学生 (がくせい)の若 (わか)い力 (ちから)やアイディアを活 (い)かした地域 (ちいき)づくりを推進 (すいしん)します。
	市民 (しみん)協働 (きょうどう)・男女 (だんじょ)参画 (さんかく)推進課 (すいしんか)

	15
	地域 (ちいき)連携 (れんけい)のための会議 (かいぎ)等 (とう)の開催 (かいさい)
	自治会 (じちかい)、商店会 (しょうてんかい)、青少年 (せいしょうねん)対策 (たいさく)地区 (ちく)委員会 (いいんかい)等 (とう)の地域 (ちいき)活動 (かつどう)を行 (おこな)っている団体 (だんたい)や、学校 (がっこう)、地域 (ちいき)包括 (ほうかつ)支援 (しえん)センター、社会 (しゃかい)福祉協 (ふくしきょう)議会 (ぎかい)等 (とう)の関係 (かんけい)機関 (きかん)が連携 (れんけい)した会議 (かいぎ)等 (とう)の開催 (かいさい)により、それぞれの地域 (ちいき)の課題 (かだい)解決 (かいけつ)に向 (む)けた取組 (とりくみ)を支援 (しえん)します。
	市民 (しみん)協働 (きょうどう)・男女 (だんじょ)参画 (さんかく)推進課 (すいしんか)

	16
	生活 (せいかつ)支援 (しえん)体制 (たいせい)
の整備 (せいび)
	生活 (せいかつ)支援 (しえん)コーディネーターと生活 (せいかつ)支援 (しえん)体制 (たいせい)整備 (せいび)事業協 (じぎょうきょう)議会 (ぎかい)により、多様 (たよう)な地域 (ちいき)の関係者 (かんけいしゃ)や住民 (じゅうみん)と連携 (れんけい)しながら、高齢者 (こうれいしゃ)が住 (す)み慣 (な)れた地域 (ちいき)で暮 (く)らせる生活 (せいかつ)支援 (しえん)体制 (たいせい)を整備 (せいび)します。
	高齢者 (こうれいしゃ)支援課 (しえんか)

	17
	地域 (ちいき)における
住民 (じゅうみん)主体 (しゅたい)の課題 (かだい)解決 (かいけつ)の体制 (たいせい)づくりを支援 (しえん)する仕組 (しく)みの検討 (けんとう)
【新規 (しんき)】
	地域 (ちいき)共生 (きょうせい)社会 (しゃかい)の実現 (じつげん)に向 (む)けた国 (くに)の制度 (せいど)改正 (かいせい)等 (とう)の動向 (どうこう)を注視 (ちゅうし)しながら、住民 (じゅうみん)の身近 (みぢか)な地域 (ちいき)で、住民 (じゅうみん)が主体的 (しゅたいてき)に地域 (ちいき)生活 (せいかつ)課題 (かだい)を把握 (はあく)し、解決 (かいけつ)を試 (こころ)みることができるよう支援 (しえん)する仕組 (しく)みについて検討 (けんとう)します。
	生活 (せいかつ)支援課 (しえんか)
関係 (かんけい)各課 (かくか)
社会 (しゃかい)福祉協 (ふくしきょう)議会 (ぎかい)
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生活 (せいかつ)サポーターの養成 (ようせい)
元気 (げんき)村 (むら)まつり
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小平市 (こだいらし)大学 (だいがく)連携協 (れんけいきょう)議会 (ぎかい)
（こだいらブルーベリーリーグ）

民生 (みんせい)委員 (いいん)児童 (じどう)委員 (いいん)の
訪問 (ほうもん)活動 (かつどう)


③ 地域 (ちいき)における社会 (しゃかい)参加 (さんか)と生 (い)きがいづくり
高齢者 (こうれいしゃ)や障 (しょう)がいのある人 (ひと)、子 (こ)ども等 (とう)、だれもが地域 (ちいき)において学習 (がくしゅう)・余暇 (よか)活動 (かつどう)や就労 (しゅうろう)の場 (ば)、交流 (こうりゅう)の機会 (きかい)等 (とう)をもち、自分 (じぶん)らしく活躍 (かつやく)することで、生 (い)きがいを感 (かん)じることができるように支援 (しえん)します。

○ 各主体 (かくしゅたい)に期待 (きたい)される役割 (やくわり)
【 市民 (しみん)の役割 (やくわり) 】
・地域 (ちいき)とのつながりやつきあいの機会 (きかい)の多 (おお)い人 (ひと)のほうが、健康 (けんこう)状態 (じょうたい)が良 (よ)い傾向 (けいこう)にあることから、地域 (ちいき)活動 (かつどう)等 (とう)へ積極的 (せっきょくてき)に参加 (さんか)します。
・高齢者 (こうれいしゃ)や障 (しょう)がいのある人 (ひと)、子 (こ)ども等 (とう)、だれもが気軽 (きがる)に地域 (ちいき)の各種 (かくしゅ)活動 (かつどう)に参加 (さんか)し、知 (し)りあい、仲間 (なかま)となる中 (なか)で、お互 (たが)いの個性 (こせい)を尊重 (そんちょう)し支 (ささ)えあいます。
・シルバー人材 (じんざい)センターを積極的 (せっきょくてき)に活用 (かつよう)します。

【 地域 (ちいき)の役割 (やくわり) 】
・身近 (みぢか)な地域 (ちいき)における団体 (だんたい)である自治会 (じちかい)等 (とう)の組織 (そしき)の活性化 (かっせいか)に取 (と)り組 (く)みます。
・市民 (しみん)活動 (かつどう)団体 (だんたい)は、市民 (しみん)が各種 (かくしゅ)活動 (かつどう)に参加 (さんか)しやすいように、団体 (だんたい)の魅力 (みりょく)をPRします。
・地域 (ちいき)活動 (かつどう)や行事 (ぎょうじ)・イベント等 (とう)の開催 (かいさい)にあたっては、だれもが参加 (さんか)しやすいよう努 (つと)めます。
・行政 (ぎょうせい)や社会 (しゃかい)福祉協 (ふくしきょう)議会 (ぎかい)と連携 (れんけい)し、地域 (ちいき)に生 (い)きがいを感 (かん)じることができる場 (ば)をつくります。

【 行政 (ぎょうせい)の役割 (やくわり) 】
・社会 (しゃかい)参加 (さんか)や生 (い)きがいづくりを支援 (しえん)し、元気 (げんき)で、豊 (ゆた)かな知識 (ちしき)と経験 (けいけん)を持 (も)っている高齢者 (こうれいしゃ)の活躍 (かつやく)の場 (ば)を提 (てい)供 (きょう)します。
・それぞれが役割 (やくわり)を持 (も)ち、支 (ささ)えあいながら、自分 (じぶん)らしく活躍 (かつやく)できる多様 (たよう)な場 (ば)づくりを支援 (しえん)します。
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グラウンドゴルフ大会 (たいかい)（高齢 (こうれい)クラブ）


＜ 主 (おも)な事業 (じぎょう)・取組 (とりくみ) ＞
	No.
	事業 (じぎょう)・取組 (とりくみ)
	概要 (がいよう)
	担当 (たんとう)

	１
	高齢 (こうれい)クラブへの支援 (しえん)
	高齢者 (こうれいしゃ)が健康 (けんこう)で心 (こころ)豊 (ゆた)かな生活 (せいかつ)を送 (おく)るために、地域 (ちいき)ごとに自主的 (じしゅてき)に組織 (そしき)されている高齢 (こうれい)クラブへ助成 (じょせい)し、加入 (かにゅう)促進 (そくしん)に努 (つと)めます。
	高齢者 (こうれいしゃ)支援課 (しえんか)

	２
	シニア講座 (こうざ)（シルバー大学 (だいがく)）の開設 (かいせつ)
	高齢者 (こうれいしゃ)一人 (ひとり)ひとりが、より豊 (ゆた)かで充実 (じゅうじつ)した生活 (せいかつ)を営 (いとな)む上 (うえ)で必要 (ひつよう)な仲間 (なかま)づくり、生涯 (しょうがい)学習 (がくしゅう)の機会 (きかい)の提供 (ていきょう)等 (とう)を目的 (もくてき)として、公民館 (こうみんかん)においてシニア講座 (こうざ)（中央 (ちゅうおう)公民館 (こうみんかん)はシルバー大学 (だいがく)）を開設 (かいせつ)します。
	公民館 (こうみんかん)

	３
	障 (しょう)がいのある人 (ひと)の
生涯 (しょうがい)学習 (がくしゅう)の場 (ば)の充実 (じゅうじつ)
	学校 (がっこう)教育 (きょういく)を修 (しゅう)了 (りょう)した障 (しょう)がい児 (じ)・者 (しゃ)に生涯 (しょうがい)学習 (がくしゅう)の場 (ば)を提 (てい)供 (きょう)し、生活 (せいかつ)の充実 (じゅうじつ)を図 (はか)ります。また、けやき青年 (せいねん)教室 (きょうしつ)により、軽度 (けいど)の知的 (ちてき)障 (しょう)がいのある青年 (せいねん)を対象 (たいしょう)に、レクリエーション等 (とう)の活動 (かつどう)を通 (とお)して様々 (さまざま)な人 (ひと)との交流 (こうりゅう)や仲間 (なかま)づくりのできる場 (ば)を提 (てい)供 (きょう)します。
	障 (しょう)がい者 (しゃ)支援課 (しえんか)
公民館 (こうみんかん)

	４
	シルバー人材 (じんざい)
センターの運営 (うんえい)補助 (ほじょ)
	就業 (しゅうぎょう)を通 (つう)じた高齢者 (こうれいしゃ)の生 (い)きがいの充実 (じゅうじつ)と、社会 (しゃかい)参加 (さんか)を促進 (そくしん)するため、シルバー人材 (じんざい)センターへ助成 (じょせい)するとともに、事業 (じぎょう)の周知 (しゅうち)と会 (かい)員数 (いんすう)の増 (ぞう)により、高齢者 (こうれいしゃ)の就業 (しゅうぎょう)機会 (きかい)の確保 (かくほ)を図 (はか)ります。
	高齢者 (こうれいしゃ)支援課 (しえんか)

	５
	障 (しょう)がいのある人 (ひと)の就労 (しゅうろう)支援 (しえん)と就労 (しゅうろう)相談 (そうだん)等 (とう)の充実 (じゅうじつ)
	働 (はたら)くことを希望 (きぼう)する障 (しょう)がいのある人 (ひと)に、職業 (しょくぎょう)訓練 (くんれん)の機会 (きかい)を提 (てい)供 (きょう)し、適切 (てきせつ)な職業 (しょくぎょう)能力 (のうりょく)を身 (み)につけられるように支援 (しえん)します。また、就労 (しゅうろう)相談 (そうだん)や就労 (しゅうろう)支援 (しえん)の充実 (じゅうじつ)により、障 (しょう)がいのある人 (ひと)の一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)を促進 (そくしん)します。
	障 (しょう)がい者 (しゃ)支援課 (しえんか)

	６
	コミュニティサロン活動 (かつどう)・居場所 (いばしょ)づくりへの支援 (しえん)
（70ページ再掲 (さいけい)）
	だれもが気軽 (きがる)に集 (あつ)まり、交流 (こうりゅう)を持 (も)てる場 (ば)づくりについて、市民 (しみん)の自主的 (じしゅてき)な取組 (とりくみ)を尊重 (そんちょう)しながら、地域 (ちいき)の実情 (じつじょう)に応 (おう)じた支援 (しえん)を進 (すす)めます。また、地域 (ちいき)センターや公民館 (こうみんかん)等 (とう)の既存 (きぞん)施設 (しせつ)の有効 (ゆうこう)活用 (かつよう)等 (とう)を研究 (けんきゅう)します。
	市民 (しみん)協働 (きょうどう)・男女 (だんじょ)参画 (さんかく)推進課 (すいしんか)
子育 (こそだ)て支援課 (しえんか)
高齢者 (こうれいしゃ)支援課 (しえんか)
公民館 (こうみんかん)
社会 (しゃかい)福祉協 (ふくしきょう)議会 (ぎかい)






（２）支援 (しえん)が必要 (ひつよう)な人 (ひと)を支 (ささ)える仕組 (しく)みづくり　●　●　●　●　●　●　●
わかりやすく、だれもが必要 (ひつよう)な福祉 (ふくし)サービス等 (とう)の情報 (じょうほう)を容易 (ようい)に入手 (にゅうしゅ)できるよう努 (つと)めるとともに、地域 (ちいき)住民 (じゅうみん)等 (とう)による解決 (かいけつ)が困難 (こんなん)な課題 (かだい)に対 (たい)しては、相談 (そうだん)がしやすく適切 (てきせつ)な支援 (しえん)につながる体制 (たいせい)を整備 (せいび)します。
また、提供 (ていきょう)される福祉 (ふくし)サービスの質 (しつ)を確保 (かくほ)し向上 (こうじょう)させるとともに、支援 (しえん)を必要 (ひつよう)としている人 (ひと)の権利 (けんり)擁護 (ようご)や虐待 (ぎゃくたい)・暴力 (ぼうりょく)の防止 (ぼうし)の強化 (きょうか)等 (とう)に取 (と)り組 (く)みます。
近年 (きんねん)、増加 (ぞうか)しつつある生活 (せいかつ)困窮 (こんきゅう)に至 (いた)るリスクの高 (たか)い層 (そう)の支援 (しえん)を行 (おこな)い、地域 (ちいき)において、住民 (じゅうみん)が主体的 (しゅたいてき)に地域 (ちいき)生活 (せいかつ)課題 (かだい)を把握 (はあく)し、解決 (かいけつ)を試 (こころ)みることができるよう支援 (しえん)する仕組 (しく)みについて検討 (けんとう)します。

① 情報 (じょうほう)提供 (ていきょう)・相談 (そうだん)支援 (しえん)体制 (たいせい)の充実 (じゅうじつ)
必要 (ひつよう)な市 (し)の福祉 (ふくし)サービスや取組 (とりくみ)等 (とう)の情報 (じょうほう)を、様々 (さまざま)な機会 (きかい)や媒体 (ばいたい)を通 (とお)して入手 (にゅうしゅ)しやすいよう努 (つと)めるとともに、相談 (そうだん)窓口 (まどぐち)の周知 (しゅうち)と関係 (かんけい)機関 (きかん)とのより一層 (いっそう)の連携 (れんけい)の推進 (すいしん)により、悩 (なや)みごと等 (とう)に対 (たい)する適切 (てきせつ)な支援 (しえん)が受 (う)けられる体制 (たいせい)を整備 (せいび)します。

○ 各主体 (かくしゅたい)に期待 (きたい)される役割 (やくわり)
【 市民 (しみん)の役割 (やくわり) 】
・日 (ひ)ごろから、各種 (かくしゅ)相談 (そうだん)窓口 (まどぐち)を確認 (かくにん)しておきます。
・不安 (ふあん)や悩 (なや)みは一人 (ひとり)で抱 (かか)えずに、隣 (となり)近所 (きんじょ)や身近 (みぢか)な相談 (そうだん)窓口 (まどぐち)に相談 (そうだん)します。
・情報 (じょうほう)を受 (う)け取 (と)ることが難 (むずか)しい人 (ひと)へ情報 (じょうほう)が伝 (つた)わるよう、本人 (ほんにん)の意向 (いこう)を尊重 (そんちょう)し支援 (しえん)を行 (おこな)います。
・災害 (さいがい)時 (じ)や地域 (ちいき)での見守 (みまも)りにあたり、必要 (ひつよう)な支援 (しえん)が受 (う)けられるよう、行政 (ぎょうせい)や地域 (ちいき)の自治会 (じちかい)等 (とう)に対 (たい)し、自 (みずか)らの情報 (じょうほう)を発信 (はっしん)するよう努 (つと)めます。

【 地域 (ちいき)の役割 (やくわり) 】
・情報 (じょうほう)を受 (う)け取 (と)ることが難 (むずか)しい人 (ひと)へ情報 (じょうほう)が伝 (つた)わるよう、本人 (ほんにん)の意向 (いこう)を尊重 (そんちょう)し支援 (しえん)を行 (おこな)います。
・支援 (しえん)が必要 (ひつよう)な人 (ひと)を関係 (かんけい)機関 (きかん)につなげます。






【 行政 (ぎょうせい)の役割 (やくわり) 】
・様々 (さまざま)な心身 (しんしん)の状況 (じょうきょう)や生活 (せいかつ)状態 (じょうたい)にある人 (ひと)が、必要 (ひつよう)な情報 (じょうほう)を容易 (ようい)に入手 (にゅうしゅ)できるよう、情報 (じょうほう)提供 (ていきょう)手段 (しゅだん)の多様化 (たようか)に努 (つと)めます。
・様々 (さまざま)な地域 (ちいき)生活 (せいかつ)課題 (かだい)のある市民 (しみん)とその属 (ぞく)する世帯 (せたい)に対 (たい)して、各分野 (かくぶんや)の相談 (そうだん)支援 (しえん)体制 (たいせい)と連動 (れんどう)して対応 (たいおう)します。
・包括的 (ほうかつてき)・総合的 (そうごうてき)な相談 (そうだん)支援 (しえん)体制 (たいせい)の構築 (こうちく)をめざして、各分野 (かくぶんや)の相談 (そうだん)体制 (たいせい)の充実 (じゅうじつ)を図 (はか)ります。また、妊娠期 (にんしんき)から子育 (こそだ)て期 (き)までの様々 (さまざま)なニーズを把握 (はあく)し、総合的 (そうごうてき)に情報 (じょうほう)提供 (ていきょう)や相談 (そうだん)を行 (おこな)うことができる機能 (きのう)の整備 (せいび)や、発達 (はったつ)支援 (しえん)相談 (そうだん)拠点 (きょてん)の設置 (せっち)等 (とう)について検討 (けんとう)します。

＜ 主 (おも)な事業 (じぎょう)・取組 (とりくみ) ＞
	No.
	事業 (じぎょう)・取組 (とりくみ)
	概要 (がいよう)
	担当 (たんとう)

	１
	様々 (さまざま)な機会 (きかい)・媒体 (ばいたい)を通 (とお)した情報 (じょうほう)提供 (ていきょう)の充実 (じゅうじつ)
	市民 (しみん)へ様々 (さまざま)な機会 (きかい)や媒体 (ばいたい)を通 (とお)して、福祉 (ふくし)サービスや市 (し)の取組 (とりくみ)等 (とう)の情報 (じょうほう)を提供 (ていきょう)します。その際 (さい)には、わかりやすく、だれもが必要 (ひつよう)な情報 (じょうほう)を容易 (ようい)に入手 (にゅうしゅ)できるよう努 (つと)めます。
	秘書 (ひしょ)広報課 (こうほうか)
障 (しょう)がい者 (しゃ)支援課 (しえんか)
関係 (かんけい)各課 (かくか)

	２
	相談 (そうだん)窓口 (まどぐち)の周知 (しゅうち)と
関係 (かんけい)機関 (きかん)との連携 (れんけい)の推進 (すいしん)
	各種 (かくしゅ)相談 (そうだん)窓口 (まどぐち)の周知 (しゅうち)と充実 (じゅうじつ)を図 (はか)ります。また、相談者 (そうだんしゃ)本人 (ほんにん)のみならず、相談者 (そうだんしゃ)が属 (ぞく)する世帯 (せたい)が抱 (かか)える、様々 (さまざま)な課題 (かだい)を把握 (はあく)し、関係 (かんけい)機関 (きかん)とのより一層 (いっそう)の連携 (れんけい)により、適切 (てきせつ)な支援 (しえん)につなげます。
	市民 (しみん)協働 (きょうどう)・男女 (だんじょ)参画 (さんかく)推進課 (すいしんか)
子育 (こそだ)て支援課 (しえんか)
保育課 (ほいくか)
生活 (せいかつ)支援課 (しえんか)
高齢者 (こうれいしゃ)支援課 (しえんか)
障 (しょう)がい者 (しゃ)支援課 (しえんか)
健康 (けんこう)推進課 (すいしんか)
社会 (しゃかい)福祉協 (ふくしきょう)議会 (ぎかい)

	３
	地域 (ちいき)における住民 (じゅうみん)主体 (しゅたい)の課題 (かだい)解決 (かいけつ)の体制 (たいせい)づくりを支援 (しえん)する仕組 (しく)みの検討 (けんとう)
（74ページ再掲 (さいけい)）
【新規 (しんき)】
	地域 (ちいき)共生 (きょうせい)社会 (しゃかい)の実現 (じつげん)に向 (む)けた国 (くに)の制度 (せいど)改正 (かいせい)等 (とう)の動向 (どうこう)を注視 (ちゅうし)しながら、住民 (じゅうみん)の身近 (みぢか)な地域 (ちいき)で、住民 (じゅうみん)が主体的 (しゅたいてき)に地域 (ちいき)生活 (せいかつ)課題 (かだい)を把握 (はあく)し、解決 (かいけつ)を試 (こころ)みることができるよう支援 (しえん)する仕組 (しく)みについて検討 (けんとう)します。
	生活 (せいかつ)支援課 (しえんか)
関係 (かんけい)各課 (かくか)
社会 (しゃかい)福祉協 (ふくしきょう)議会 (ぎかい)
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地域 (ちいき)包括 (ほうかつ)支援 (しえん)センターに
おける相談 (そうだん)風景 (ふうけい)


② 福祉 (ふくし)サービスの質 (しつ)の向上 (こうじょう)と権利 (けんり)擁護 (ようご)の推進 (すいしん)
福祉 (ふくし)サービスの利用者 (りようしゃ)が自身 (じしん)に最 (もっと)も適切 (てきせつ)なサービスを選択 (せんたく)し、組 (く)み合 (あ)わせて利用 (りよう)できるよう、情報 (じょうほう)提供 (ていきょう)や相談 (そうだん)支援 (しえん)を行 (おこな)うとともに、事 (じ)業者 (ぎょうしゃ)によるサービスの質 (しつ)の向上 (こうじょう)に向 (む)けた取組 (とりくみ)の支援 (しえん)を行 (おこな)います。
また、自 (みずか)ら判断 (はんだん)してサービスの選択 (せんたく)や契約 (けいやく)をすることが困難 (こんなん)な認知症 (にんちしょう)の人 (ひと)や障 (しょう)がいのある人 (ひと)等 (とう)が、必要 (ひつよう)なサービスを適切 (てきせつ)に利用 (りよう)し、住 (す)み慣 (な)れた地域 (ちいき)で安心 (あんしん)して暮 (く)らしていけるよう、成年 (せいねん)後見 (こうけん)制度 (せいど)や地域 (ちいき)福祉 (ふくし)権利 (けんり)擁護 (ようご)事業 (じぎょう)（日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)自立 (じりつ)支援 (しえん)事業 (じぎょう)）等 (とう)の権利 (けんり)を擁護 (ようご)する仕組 (しく)みの周知 (しゅうち)と利用 (りよう)の促進 (そくしん)等 (とう)に取 (と)り組 (く)みます。
高齢者 (こうれいしゃ)や障 (しょう)がいのある人 (ひと)、子 (こ)ども、配偶者 (はいぐうしゃ)等 (とう)に対 (たい)する虐待 (ぎゃくたい)や暴力 (ぼうりょく)を防 (ふせ)ぐために、関係 (かんけい)機関 (きかん)や地域 (ちいき)住民 (じゅうみん)との連携 (れんけい)・協力 (きょうりょく)によって、早期 (そうき)発見 (はっけん)・防止 (ぼうし)に向 (む)けて取 (と)り組 (く)みます。

○ 各主体 (かくしゅたい)に期待 (きたい)される役割 (やくわり)
【 市民 (しみん)の役割 (やくわり) 】
・福祉 (ふくし)サービスの利用 (りよう)における疑問 (ぎもん)は、事 (じ)業者 (ぎょうしゃ)に十分 (じゅうぶん)に聴 (き)き、納得 (なっとく)した上 (うえ)でサービスを利用 (りよう)します。
・福祉 (ふくし)サービスの利用 (りよう)等 (とう)についてわからないことは、市 (し)や社会 (しゃかい)福祉協 (ふくしきょう)議会 (ぎかい)等 (とう)に相談 (そうだん)します。
・市民 (しみん)一人 (ひとり)ひとりが地域 (ちいき)活動 (かつどう)を通 (つう)じて、福祉 (ふくし)サービスを必要 (ひつよう)とする人 (ひと)の把握 (はあく)に努 (つと)めます。
・認知症 (にんちしょう)の人 (ひと)や知的障 (ちてきしょう)がいのある人 (ひと)、精神 (せいしん)障 (しょう)がいのある人 (ひと)等 (とう)、支援 (しえん)が必要 (ひつよう)な人 (ひと)への理解 (りかい)を深 (ふか)めます。
・認知症 (にんちしょう)高齢者 (こうれいしゃ)等 (とう)が増加 (ぞうか)する中 (なか)、親族 (しんぞく)や弁護士 (べんごし)等 (とう)の専門 (せんもん)職 (しょく)以外 (いがい)に、講習 (こうしゅう)等 (とう)を受 (う)けて社会 (しゃかい)貢献的 (こうけんてき)な精神 (せいしん)で後見 (こうけん)業務 (ぎょうむ)を行 (おこな)う市民 (しみん)後見人 (こうけんにん)について学 (まな)び、取 (と)り組 (く)みます。
・虐待 (ぎゃくたい)や暴力 (ぼうりょく)の可能性 (かのうせい)がある場合 (ばあい)等 (とう)は、関係 (かんけい)機関 (きかん)に知 (し)らせます。

【 地域 (ちいき)の役割 (やくわり) 】
・福祉 (ふくし)サービス提供 (ていきょう)事 (じ)業者 (ぎょうしゃ)は、福祉 (ふくし)サービス第三者 (だいさんしゃ)評価 (ひょうか)の受 (じゅ)審 (しん)により、利用者 (りようしゃ)等 (とう)への情報 (じょうほう)提供 (ていきょう)を行 (おこな)います。
・福祉 (ふくし)サービス提供 (ていきょう)事 (じ)業者 (ぎょうしゃ)は、苦情 (くじょう)や相談 (そうだん)をサービスの改善 (かいぜん)につなげます。
・福祉 (ふくし)サービス提供 (ていきょう)事 (じ)業者 (ぎょうしゃ)は、利用者 (りようしゃ)の人権 (じんけん)を尊重 (そんちょう)するよう、権利 (けんり)擁護 (ようご)の立場 (たちば)から取 (と)り組 (く)みます。
・社会 (しゃかい)福祉協 (ふくしきょう)議会 (ぎかい)をはじめとする保健 (ほけん)や医療 (いりょう)、福祉 (ふくし)、司法 (しほう)の関係 (かんけい)機関 (きかん)は、市 (し)と連携 (れんけい)して、地域 (ちいき)における権利 (けんり)擁護 (ようご)支援 (しえん)に取 (と)り組 (く)みます。
・地域 (ちいき)で虐待 (ぎゃくたい)や暴力 (ぼうりょく)の可能性 (かのうせい)がある場合 (ばあい)等 (とう)は、関係 (かんけい)機関 (きかん)と連携 (れんけい)し、迅速 (じんそく)かつ適切 (てきせつ)に対応 (たいおう)します。


【 行政 (ぎょうせい)の役割 (やくわり) 】
・社会 (しゃかい)福祉協 (ふくしきょう)議会 (ぎかい)をはじめとする保健 (ほけん)や医療 (いりょう)、福祉 (ふくし)、司法 (しほう)の関係 (かんけい)機関 (きかん)と連携 (れんけい)して、地域 (ちいき)における権利 (けんり)擁護 (ようご)支援 (しえん)を進 (すす)めます。

＜ 主 (おも)な事業 (じぎょう)・取組 (とりくみ) ＞
	No.
	事業 (じぎょう)・取組 (とりくみ)
	概要 (がいよう)
	担当 (たんとう)

	１
	福祉 (ふくし)サービス第三者 (だいさんしゃ)評価 (ひょうか)の受 (じゅ)審 (しん)の促進 (そくしん)
	事 (じ)業者 (ぎょうしゃ)に対 (たい)し、福祉 (ふくし)サービス第三者 (だいさんしゃ)評価 (ひょうか)の受 (じゅ)審 (しん)に係 (かか)る費用 (ひよう)を補助 (ほじょ)することにより、利用者 (りようしゃ)のサービスの選択 (せんたく)及 (およ)び事業 (じぎょう)の透明性 (とうめいせい)の確保 (かくほ)のための情報 (じょうほう)提供 (ていきょう)と、福祉 (ふくし)サービスの質 (しつ)の向上 (こうじょう)に向 (む)けた取組 (とりくみ)の支援 (しえん)を行 (おこな)います。また、市 (し)立 (りつ)保育 (ほいく)園 (えん)については、定期的 (ていきてき)に第三者 (だいさんしゃ)評価 (ひょうか)を受 (じゅ)審 (しん)します。
	保育課 (ほいくか)
生活 (せいかつ)支援課 (しえんか)
障 (しょう)がい者 (しゃ)支援課 (しえんか)

	２
	成年 (せいねん)後見 (こうけん)制度 (せいど)の周知 (しゅうち)と利用 (りよう)の促進 (そくしん)
	判断 (はんだん)能力 (のうりょく)が十分 (じゅうぶん)でない認知症 (にんちしょう)高齢者 (こうれいしゃ)や知的障 (ちてきしょう)がいのある人 (ひと)等 (とう)の日常的 (にちじょうてき)な金銭 (きんせん)管理 (かんり)や福祉 (ふくし)サービスの利用 (りよう)を支援 (しえん)する地域 (ちいき)福祉 (ふくし)権利 (けんり)擁護 (ようご)事業 (じぎょう)（日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)自立 (じりつ)支援 (しえん)事業 (じぎょう)）や、成年 (せいねん)後見 (こうけん)制度 (せいど)について、地域 (ちいき)で連携 (れんけい)して、当事者 (とうじしゃ)、家族 (かぞく)、関係 (かんけい)機関 (きかん)への周知 (しゅうち)と利用 (りよう)の促進 (そくしん)等 (とう)を行 (おこな)います。
	生活 (せいかつ)支援課 (しえんか)
高齢者 (こうれいしゃ)支援課 (しえんか)
障 (しょう)がい者 (しゃ)支援課 (しえんか)
社会 (しゃかい)福祉協 (ふくしきょう)議会 (ぎかい)

	３
	市民 (しみん)後見人 (こうけんにん)の養成 (ようせい)
	成年 (せいねん)後見 (こうけん)制度 (せいど)を必要 (ひつよう)とするだれもが、地域 (ちいき)の中 (なか)で適切 (てきせつ)な支援 (しえん)を受 (う)けることができるよう、親族 (しんぞく)や弁護士 (べんごし)等 (とう)の専門 (せんもん)職 (しょく)以外 (いがい)に、講習 (こうしゅう)等 (とう)を受 (う)けて社会 (しゃかい)貢献的 (こうけんてき)な精神 (せいしん)で後見 (こうけん)業務 (ぎょうむ)を行 (おこな)う市民 (しみん)後見人 (こうけんにん)を養成 (ようせい)します。
	生活 (せいかつ)支援課 (しえんか)
社会 (しゃかい)福祉協 (ふくしきょう)議会 (ぎかい)

	４
	虐待 (ぎゃくたい)・暴力 (ぼうりょく)防止 (ぼうし)の
強化 (きょうか)
	高齢者 (こうれいしゃ)や障 (しょう)がいのある人 (ひと)、子 (こ)ども、配偶者 (はいぐうしゃ)等 (とう)に対 (たい)する虐待 (ぎゃくたい)・暴力 (ぼうりょく)を防止 (ぼうし)するため、関係 (かんけい)機関 (きかん)との連携 (れんけい)を強化 (きょうか)します。また、地域 (ちいき)住民 (じゅうみん)による見守 (みまも)り体制 (たいせい)の充実 (じゅうじつ)等 (とう)に向 (む)けて、虐待 (ぎゃくたい)・暴力 (ぼうりょく)の早期 (そうき)発見 (はっけん)・防止 (ぼうし)のための啓発 (けいはつ)活動 (かつどう)等 (とう)を行 (おこな)います。
	市民 (しみん)協働 (きょうどう)・男女 (だんじょ)参画 (さんかく)推進課 (すいしんか)
子育 (こそだ)て支援課 (しえんか)
高齢者 (こうれいしゃ)支援課 (しえんか)
障 (しょう)がい者 (しゃ)支援課 (しえんか)
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権利 (けんり)擁護 (ようご)センターこだいらのパンフレット


③ 生活 (せいかつ)困窮者 (こんきゅうしゃ)の自立 (じりつ)支援 (しえん)や複数 (ふくすう)かつ多様 (たよう)な課題 (かだい)を抱 (かか)えた人 (ひと)への対応 (たいおう)
社会 (しゃかい)経済 (けいざい)状況 (じょうきょう)の変化 (へんか)に伴 (ともな)い、生活 (せいかつ)保護 (ほご)受給者 (じゅきゅうしゃ)や生活 (せいかつ)困窮 (こんきゅう)に至 (いた)るリスクの高 (たか)い層 (そう)が増加 (ぞうか)する中 (なか)で、平成 (へいせい)27（2015）年 (ねん)４月 (がつ)に「生活 (せいかつ)困窮者 (こんきゅうしゃ)自立 (じりつ)支援法 (しえんほう)」が施行 (せこう)されました。経済的 (けいざいてき)な困窮 (こんきゅう)だけでなく、生活 (せいかつ)習慣 (しゅうかん)をはじめ、家庭 (かてい)や人間 (にんげん)関係 (かんけい)、健康 (けんこう)状況 (じょうきょう)の問題 (もんだい)等 (とう)の様々 (さまざま)な課題 (かだい)を抱 (かか)える生活 (せいかつ)困窮者 (こんきゅうしゃ)や、支援 (しえん)を必要 (ひつよう)としながら福祉 (ふくし)サービスの利用 (りよう)に結 (むす)びついていない人 (ひと)等 (とう)を、早期 (そうき)に把握 (はあく)し、関係 (かんけい)機関 (きかん)との連携 (れんけい)のもと、個々 (ここ)の状況 (じょうきょう)に応 (おう)じた適切 (てきせつ)な支援 (しえん)につなげます。
また、地域 (ちいき)において、様々 (さまざま)な経験 (けいけん)や知識 (ちしき)、技能 (ぎのう)等 (とう)を持 (も)つ市民 (しみん)や市民 (しみん)活動 (かつどう)団体 (だんたい)、事 (じ)業者 (ぎょうしゃ)が、複雑化 (ふくざつか)・多様化 (たようか)した地域 (ちいき)生活 (せいかつ)課題 (かだい)を把握 (はあく)し、関係 (かんけい)機関 (きかん)との連携 (れんけい)等 (とう)により、知恵 (ちえ)を出 (だ)しあい、補 (おぎな)いあって解決 (かいけつ)を試 (こころ)みることを支援 (しえん)できるよう、検討 (けんとう)します。


○ 各主体 (かくしゅたい)に期待 (きたい)される役割 (やくわり)
【 市民 (しみん)の役割 (やくわり) 】
・自 (みずか)らや家族 (かぞく)等 (とう)で解決 (かいけつ)できない困 (こま)りごと等 (とう)について、地域 (ちいき)住民 (じゅうみん)等 (とう)や行政 (ぎょうせい)の相談 (そうだん)窓口 (まどぐち)に相談 (そうだん)します。
・身近 (みぢか)に困 (こま)っている人 (ひと)がいたら助 (たす)けあい、解決 (かいけつ)に困難 (こんなん)を伴 (ともな)うときは関係 (かんけい)機関 (きかん)につなぎます。

【 地域 (ちいき)の役割 (やくわり) 】
・市 (し)のなるほど出前 (でまえ)講座 (こうざ)「デリバリーこだいら」等 (とう)を活用 (かつよう)し、各種 (かくしゅ)制度 (せいど)への理解 (りかい)を深 (ふか)めます。
・民生 (みんせい)委員 (いいん)児童 (じどう)委員 (いいん)の訪問 (ほうもん)活動 (かつどう)等 (とう)により、支援 (しえん)を必要 (ひつよう)とする人 (ひと)の把握 (はあく)に努 (つと)めます。
・身近 (みぢか)な地域 (ちいき)で主体的 (しゅたいてき)に地域 (ちいき)生活 (せいかつ)課題 (かだい)を把握 (はあく)し、解決 (かいけつ)できるような支援 (しえん)を検討 (けんとう)します。

【 行政 (ぎょうせい)の役割 (やくわり) 】
・生活 (せいかつ)保護 (ほご)制度 (せいど)をセーフティーネットとしながら、生活 (せいかつ)保護 (ほご)に至 (いた)る前 (まえ)の段階 (だんかい)の自立 (じりつ)を後押 (あとお)しする体制 (たいせい)の充実 (じゅうじつ)を図 (はか)ります。
・地域 (ちいき)住民 (じゅうみん)等 (とう)では解決 (かいけつ)が困難 (こんなん)な課題 (かだい)に対 (たい)し、福祉 (ふくし)以外 (いがい)の分野 (ぶんや)も含 (ふく)めた様々 (さまざま)な関係 (かんけい)機関 (きかん)と連携 (れんけい)して、適切 (てきせつ)な支援 (しえん)を行 (おこな)います。






＜ 主 (おも)な事業 (じぎょう)・取組 (とりくみ) ＞
	No.
	事業 (じぎょう)・取組 (とりくみ)
	概要 (がいよう)
	担当 (たんとう)

	１
	生活 (せいかつ)困窮者 (こんきゅうしゃ)自立 (じりつ)支援 (しえん)事業 (じぎょう)の充実 (じゅうじつ)
	生活 (せいかつ)困窮者 (こんきゅうしゃ)自立 (じりつ)支援 (しえん)制度 (せいど)に沿 (そ)って、様々 (さまざま)な課題 (かだい)を抱 (かか)える生活 (せいかつ)困窮者 (こんきゅうしゃ)に対 (たい)し、自立 (じりつ)相談 (そうだん)支援 (しえん)事業 (じぎょう)、住居 (じゅうきょ)確保 (かくほ)給付 (きゅうふ)金 (きん)の支給 (しきゅう)、家計 (かけい)相談 (そうだん)支援 (しえん)事業 (じぎょう)、学習 (がくしゅう)支援 (しえん)事業 (じぎょう)等 (とう)により、個々 (ここ)の状況 (じょうきょう)に応 (おう)じた包括的 (ほうかつてき)な支援 (しえん)を実施 (じっし)し、生活 (せいかつ)困窮者 (こんきゅうしゃ)の自立 (じりつ)の促進 (そくしん)を図 (はか)ります。
	生活 (せいかつ)支援課 (しえんか)

	２
	相談 (そうだん)窓口 (まどぐち)の周知 (しゅうち)と
関係 (かんけい)機関 (きかん)との連携 (れんけい)の推進 (すいしん)
（78ページ再掲 (さいけい)）
	各種 (かくしゅ)相談 (そうだん)窓口 (まどぐち)の周知 (しゅうち)と充実 (じゅうじつ)を図 (はか)ります。また、相談者 (そうだんしゃ)本人 (ほんにん)のみならず、相談者 (そうだんしゃ)が属 (ぞく)する世帯 (せたい)が抱 (かか)える、様々 (さまざま)な課題 (かだい)を把握 (はあく)し、関係 (かんけい)機関 (きかん)とのより一層 (いっそう)の連携 (れんけい)により、適切 (てきせつ)な支援 (しえん)につなげます。
	市民 (しみん)協働 (きょうどう)・男女 (だんじょ)参画 (さんかく)推進課 (すいしんか)
子育 (こそだ)て支援課 (しえんか)
保育課 (ほいくか)
生活 (せいかつ)支援課 (しえんか)
高齢者 (こうれいしゃ)支援課 (しえんか)
障 (しょう)がい者 (しゃ)支援課 (しえんか)
健康 (けんこう)推進課 (すいしんか)
社会 (しゃかい)福祉協 (ふくしきょう)議会 (ぎかい)

	３
	地域 (ちいき)における住民 (じゅうみん)主体 (しゅたい)の課題 (かだい)解決 (かいけつ)の体制 (たいせい)づくりを支援 (しえん)する仕組 (しく)みの検討 (けんとう)（74ページ再掲 (さいけい)）
【新規 (しんき)】
	地域 (ちいき)共生 (きょうせい)社会 (しゃかい)の実現 (じつげん)に向 (む)けた国 (くに)の制度 (せいど)改正 (かいせい)等 (とう)の動向 (どうこう)を注視 (ちゅうし)しながら、住民 (じゅうみん)の身近 (みぢか)な地域 (ちいき)で、住民 (じゅうみん)が主体的 (しゅたいてき)に地域 (ちいき)生活 (せいかつ)課題 (かだい)を把握 (はあく)し、解決 (かいけつ)を試 (こころ)みることができるよう支援 (しえん)する仕組 (しく)みについて検討 (けんとう)します。
	生活 (せいかつ)支援課 (しえんか)
関係 (かんけい)各課 (かくか)
社会 (しゃかい)福祉協 (ふくしきょう)議会 (ぎかい)
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学習 (がくしゅう)支援 (しえん)事業 (じぎょう)




（３）安全 (あんぜん)・安心 (あんしん)に暮 (く)らせる環境 (かんきょう)づくり　●　●　●　●　●　●　●
地域 (ちいき)で安全 (あんぜん)に、安心 (あんしん)して暮 (く)らすために、地域 (ちいき)における防犯 (ぼうはん)・防災 (ぼうさい)体制 (たいせい)の充 (じゅう)実 (じつ)に努 (つと)めるとともに、子 (こ)どもの登 (とう)下校 (げこう)時 (じ)の見守 (みまも)りや、一人暮 (ひとりぐ)らし高齢者 (こうれいしゃ)、高齢者 (こうれいしゃ)のみの世帯 (せたい)、認知症 (にんちしょう)の人 (ひと)等 (とう)が孤立 (こりつ)することのないよう、地域 (ちいき)での見守 (みまも)り体制 (たいせい)を充実 (じゅうじつ)させます。

① 地域 (ちいき)の防犯 (ぼうはん)・防災 (ぼうさい)体制 (たいせい)の充実 (じゅうじつ)
市民 (しみん)が住 (す)み慣 (な)れた地域 (ちいき)社会 (しゃかい)の中 (なか)で、安全 (あんぜん)・安心 (あんしん)に生活 (せいかつ)が送 (おく)れるよう、警察 (けいさつ)・消防 (しょうぼう)等 (とう)関係 (かんけい)機関 (きかん)も含 (ふく)め、地域 (ちいき)住民 (じゅうみん)等 (とう)との連携 (れんけい)による防犯 (ぼうはん)・防災 (ぼうさい)体制 (たいせい)の充実 (じゅうじつ)を図 (はか)ります。

○ 各主体 (かくしゅたい)に期待 (きたい)される役割 (やくわり)
【 市民 (しみん)の役割 (やくわり) 】
・自 (みずか)らや家族 (かぞく)が振 (ふ)り込 (こ)め詐欺 (さぎ)や空 (あ)き巣 (す)等 (とう)の被害 (ひがい)にあわないよう、日 (ひ)ごろから注意 (ちゅうい)し互 (たが)いに意識 (いしき)して声 (こえ)を掛 (か)けあいます。
・地域 (ちいき)住民 (じゅうみん)により自主的 (じしゅてき)に結成 (けっせい)された防犯 (ぼうはん)組織 (そしき)である自主 (じしゅ)防犯 (ぼうはん)組織 (そしき)に参加 (さんか)するなどにより、安全 (あんぜん)なまちづくりに取 (と)り組 (く)みます。
・日 (ひ)ごろから、避難 (ひなん)場所 (ばしょ)・避難 (ひなん)経路 (けいろ)の確認 (かくにん)や、非常用 (ひじょうよう)持 (も)ち出 (だ)し袋 (ぶくろ)等 (とう)の準備 (じゅんび)をします。
・自主 (じしゅ)防災 (ぼうさい)組織 (そしき)の活動 (かつどう)への協力 (きょうりょく)や、地域 (ちいき)の防災 (ぼうさい)訓練 (くんれん)へ参加 (さんか)します。
・日 (ひ)ごろから、あいさつを交 (か)わす等 (とう)により、お互 (たが)いの状況 (じょうきょう)を理解 (りかい)し、災害 (さいがい)時 (じ)に声 (こえ)をかけられるようにします。
・支援 (しえん)が必要 (ひつよう)な人 (ひと)も、日 (ひ)ごろから、隣 (となり)近所 (きんじょ)等 (とう)地域 (ちいき)における関係 (かんけい)づくりに取 (と)り組 (く)みます。

【 地域 (ちいき)の役割 (やくわり) 】
・自主 (じしゅ)防犯 (ぼうはん)組織 (そしき)や事 (じ)業者 (ぎょうしゃ)等 (とう)により、パトロール (ぱとろーる)等 (とう)の防犯 (ぼうはん)活動 (かつどう)を実施 (じっし)します。
・自主 (じしゅ)防災 (ぼうさい)組織 (そしき)をつくり、防災 (ぼうさい)に関 (かん)する知識 (ちしき)や技能 (ぎのう)の取得 (しゅとく)、資 (し)器材 (きざい)・食糧 (しょくりょう)等 (とう)の備蓄 (びちく)を進 (すす)めます。
・高齢者 (こうれいしゃ)や障 (しょう)がいのある人 (ひと)、乳幼児 (にゅうようじ)等 (とう)、災害 (さいがい)時 (じ)や緊 (きん)急時 (きゅうじ)に支援 (しえん)が必要 (ひつよう)な要配慮者 (ようはいりょしゃ)について把握 (はあく)しておき、地域 (ちいき)における支援 (しえん)体制 (たいせい)を整備 (せいび)します。
・避難所 (ひなんじょ)管理 (かんり)運営 (うんえい)マニュアルを作成 (さくせい)する中 (なか)で、避難所 (ひなんじょ)での要配慮者 (ようはいりょしゃ)への対応 (たいおう)についても検討 (けんとう)します。

【 行政 (ぎょうせい)の役割 (やくわり) 】
・防犯 (ぼうはん)・防災 (ぼうさい)意識 (いしき)の啓発 (けいはつ)のための講座 (こうざ)の開催 (かいさい)等 (とう)により、地域 (ちいき)で助 (たす)けあう共助 (きょうじょ)の意識 (いしき)の向上 (こうじょう)を図 (はか)ります。
・青色 (あおいろ)回転 (かいてん)灯 (とう)をつけた車両 (しゃりょう)による市内 (しない)の点灯 (てんとう)走行 (そうこう)や、自治会 (じちかい)との合同 (ごうどう)による防犯 (ぼうはん)パトロールを実施 (じっし)します。


・災害 (さいがい)に備 (そな)え、要配慮者 (ようはいりょしゃ)の特性 (とくせい)に応 (おう)じた備蓄 (びちく)や避 (ひ)難所 (なんじょ)における支援 (しえん)等 (とう)の体制 (たいせい)整備 (せいび)に努 (つと)めます。

＜ 主 (おも)な事業 (じぎょう)・取組 (とりくみ) ＞
	No.
	事業 (じぎょう)・取組 (とりくみ)
	概要 (がいよう)
	担当 (たんとう)

	１
	地域 (ちいき)における防犯 (ぼうはん)意識 (いしき)の啓発 (けいはつ)
	振 (ふ)り込 (こ)め詐欺 (さぎ)や空 (あ)き巣 (す)等 (とう)に対 (たい)する被害 (ひがい)防止 (ぼうし)の啓発 (けいはつ)活動 (かつどう)の推進 (すいしん)や、地域 (ちいき)の自主的 (じしゅてき)な防犯 (ぼうはん)活動 (かつどう)を支援 (しえん)します。
	地域 (ちいき)安全課 (あんぜんか)

	２
	自主 (じしゅ)防災 (ぼうさい)組織 (そしき)の結成 (けっせい)への支援 (しえん)
	各世帯 (かくせたい)の災害 (さいがい)への備 (そな)えの啓発 (けいはつ)とともに、地域 (ちいき)住民 (じゅうみん)が自主的 (じしゅてき)な防災 (ぼうさい)活動 (かつどう)を行 (おこな)う組織 (そしき)である自主 (じしゅ)防災 (ぼうさい)組織 (そしき)の結成 (けっせい)に向 (む)けて、支援 (しえん)します。
	防災 (ぼうさい)危機 (きき)管理課 (かんりか)

	３
	避難所 (ひなんじょ)管理 (かんり)運営 (うんえい)
マニュアル作成 (さくせい)の支援 (しえん)
	災害 (さいがい)時 (じ)の避 (ひ)難所 (なんじょ)における諸課題 (しょかだい)に迅速 (じんそく)に対応 (たいおう)し、円滑 (えんかつ)に運営 (うんえい)していくために、自治会 (じちかい)、民生 (みんせい)委員 (いいん)児童 (じどう)委員 (いいん)、ＰＴＡ (ピーティーエー)等 (とう)の協力 (きょうりょく)のもと、避難所 (ひなんじょ)開設 (かいせつ)準備 (じゅんび)委員会 (いいんかい)を設置 (せっち)し、避難所 (ひなんじょ)となる小 (しょう)・中学校 (ちゅうがっこう)ごとに、避難所 (ひなんじょ)管理 (かんり)運営 (うんえい)マニュアルを作成 (さくせい)できるよう支援 (しえん)します。
	防災 (ぼうさい)危機 (きき)管理課 (かんりか)

	４
	避難 (ひなん)行動 (こうどう)要支援者 (ようしえんしゃ)の避難 (ひなん)支援 (しえん)体制 (たいせい)の整備 (せいび)
	災害 (さいがい)時 (じ)に自力 (じりき)で避難 (ひなん)することが困難 (こんなん)な人 (ひと)について、避難 (ひなん)行動 (こうどう)要支援者 (ようしえんしゃ)登録 (とうろく)名簿 (めいぼ)を作成 (さくせい)するとともに、制度 (せいど)の周知 (しゅうち)により、名簿 (めいぼ)登録者数 (とうろくしゃすう)を増 (ふ)やします。また、自治会 (じちかい)、民生 (みんせい)委員 (いいん)児童 (じどう)委員 (いいん)、社会 (しゃかい)福祉協 (ふくしきょう)議会 (ぎかい)等 (とう)関係 (かんけい)機関 (きかん)と、避難 (ひなん)行動 (こうどう)要支援者 (ようしえんしゃ)登録 (とうろく)名簿 (めいぼ)の提供 (ていきょう)等 (とう)により連携 (れんけい)を図 (はか)り、地域 (ちいき)における避難 (ひなん)行動 (こうどう)要支援者 (ようしえんしゃ)の避難 (ひなん)支援 (しえん)体制 (たいせい)を整備 (せいび)します。
	生活 (せいかつ)支援課 (しえんか)

	５
	地域 (ちいき)における防災 (ぼうさい)
訓練 (くんれん)の充実 (じゅうじつ)
	地域 (ちいき)住民 (じゅうみん)の協力 (きょうりょく)を得 (え)て、要配慮者 (ようはいりょしゃ)が避 (ひ)難所 (なんじょ)へ避難 (ひなん)する訓練 (くんれん)を実施 (じっし)する等 (とう)、防災 (ぼうさい)訓練 (くんれん)の充実 (じゅうじつ)を図 (はか)ります。
	防災 (ぼうさい)危機 (きき)管理課 (かんりか)
社会 (しゃかい)福祉協 (ふくしきょう)議会 (ぎかい)
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自治会 (じちかい)による防災 (ぼうさい)訓練 (くんれん)
自治会 (じちかい)による防犯 (ぼうはん)パトロール


② 地域 (ちいき)での見守 (みまも)り体制 (たいせい)の充実 (じゅうじつ)
少子 (しょうし)高齢化 (こうれいか)等 (とう)が進行 (しんこう)する中 (なか)、家 (か)庭内 (ていない)での見守 (みまも)り・支 (ささ)えあい機能 (きのう)等 (とう)の低下 (ていか)により、孤立死 (こりつし)、虐待 (ぎゃくたい)、ひきこもり、老 (ろう)老介護 (ろうかいご)等 (とう)が社会 (しゃかい)問題 (もんだい)になっています。
子 (こ)どもや一人暮 (ひとりぐ)らし高齢者 (こうれいしゃ)、高齢者 (こうれいしゃ)のみの世帯 (せたい)、認知症 (にんちしょう)の人 (ひと)等 (とう)が、住 (す)み慣 (な)れた地域 (ちいき)で安心 (あんしん)して暮 (く)らすことができるよう、市民 (しみん)、地域 (ちいき)、市 (し)の連携 (れんけい)のもと、地域 (ちいき)での見守 (みまも)り体制 (たいせい)の充実 (じゅうじつ)を図 (はか)ります。

○ 各主体 (かくしゅたい)に期待 (きたい)される役割 (やくわり)
【 市民 (しみん)の役割 (やくわり) 】
・子 (こ)どもや高齢者 (こうれいしゃ)等 (とう)へのあいさつを積極的 (せっきょくてき)に行 (おこな)います。
・見守 (みまも)りの必要 (ひつよう)な世帯 (せたい)に気 (き)を配 (くば)り、自治会 (じちかい)の回覧板 (かいらんばん)を回 (まわ)すとき等 (とう)日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)の中 (なか)で声 (こえ)をかけます。
・普段 (ふだん)の生活 (せいかつ)の中 (なか)で気 (き)に掛 (か)かることがあれば、隣 (となり)近所 (きんじょ)で相談 (そうだん)し、緊急 (きんきゅう)の場合 (ばあい)には、すみやかに市 (し)などの関係 (かんけい)機関 (きかん)に連絡 (れんらく)します。

【 地域 (ちいき)の役割 (やくわり) 】
・保護者 (ほごしゃ)や地域 (ちいき)の協力者 (きょうりょくしゃ)により、小学校 (しょうがっこう)の通学 (つうがく)路 (ろ)における登 (とう)下校 (げこう)時 (じ)の見守 (みまも)りを行 (おこな)います。
・一人暮 (ひとりぐ)らし高齢者 (こうれいしゃ)等 (とう)、特 (とく)に見守 (みまも)りが必要 (ひつよう)な人 (ひと)の把握 (はあく)に努 (つと)めます。
・事 (じ)業者 (ぎょうしゃ)や市民 (しみん)活動 (かつどう)団体 (だんたい)等 (とう)は、それぞれの業務 (ぎょうむ)・立場 (たちば)に応 (おう)じ専門性 (せんもんせい)・特性 (とくせい)を発揮 (はっき)して、市 (し)と連携 (れんけい)し、地域 (ちいき)での見守 (みまも)りを行 (おこな)います。

【 行政 (ぎょうせい)の役割 (やくわり) 】
・地域 (ちいき)全体 (ぜんたい)で、子 (こ)どもや一人暮 (ひとりぐ)らし高齢者 (こうれいしゃ)等 (とう)を見守 (みまも)り支 (ささ)えていけるよう啓発 (けいはつ)します。
・見守 (みまも)りの担 (にな)い手 (て)となる人材 (じんざい)の確保 (かくほ)・育成 (いくせい)に努 (つと)めます。
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＜ 主 (おも)な事業 (じぎょう)・取組 (とりくみ) ＞
	No.
	事業 (じぎょう)・取組 (とりくみ)
	概要 (がいよう)
	担当 (たんとう)

	１
	子 (こ)どもの見守 (みまも)り
活動 (かつどう)の推進 (すいしん)
	子 (こ)どもの緊急 (きんきゅう)避難 (ひなん)場所 (ばしょ)となる「こども
１１０番 (ばん)のいえ」制度 (せいど)への協力 (きょうりょく)を要請 (ようせい)します。
	地域 (ちいき)安全課 (あんぜんか)

	２
	見守 (みまも)りのための
連携 (れんけい)の推進 (すいしん)
	子 (こ)どもや一人暮 (ひとりぐ)らし高齢者 (こうれいしゃ)、認知症 (にんちしょう)の疑 (うたが)いのある人 (ひと)等 (とう)への見守 (みまも)りの充実 (じゅうじつ)を図 (はか)るため、地域 (ちいき)で見守 (みまも)り活動 (かつどう)をしている人 (ひと)や関係 (かんけい)機関 (きかん)等 (とう)による、情報 (じょうほう)の共有 (きょうゆう)と連携 (れんけい)を図 (はか)ります。
	子育 (こそだ)て支援課 (しえんか)
生活 (せいかつ)支援課 (しえんか)
高齢者 (こうれいしゃ)支援課 (しえんか)

	３
	介護 (かいご)予防 (よぼう)見守 (みまも)り
ボランティアの取組 (とりくみ)
（72ページ再掲 (さいけい)）
	登録 (とうろく)研修 (けんしゅう)を受 (う)け、介護 (かいご)予防 (よぼう)見守 (みまも)りボランティアの登録 (とうろく)を行 (おこな)った高齢者 (こうれいしゃ)等 (とう)が、地域 (ちいき)包括 (ほうかつ)支援 (しえん)センターと連携 (れんけい)しながら、地域 (ちいき)においてさりげない見守 (みまも)り活動 (かつどう)を行 (おこな)うことで、地域 (ちいき)の見守 (みまも)り体制 (たいせい)を強化 (きょうか)するとともに、ボランティアとして活動 (かつどう)する高齢者 (こうれいしゃ)の介護 (かいご)予防 (よぼう)を推進 (すいしん)します。
	高齢者 (こうれいしゃ)支援課 (しえんか)

	４
	高齢者 (こうれいしゃ)交流 (こうりゅう)活動 (かつどう)
（こだまちサロン）
支援 (しえん)事業 (じぎょう)の推進 (すいしん)（70ページ再掲 (さいけい)）
	高齢者 (こうれいしゃ)の外出 (がいしゅつ)の機会 (きかい)の創出 (そうしゅつ)等 (とう)を図 (はか)り、多世代 (たせだい)交流 (こうりゅう)も含 (ふく)めた地域 (ちいき)社会 (しゃかい)の支 (ささ)えあいの構築 (こうちく)を目的 (もくてき)に、高齢者 (こうれいしゃ)を主体 (しゅたい)とした自発的 (じはつてき)な交流 (こうりゅう)活動 (かつどう)を支援 (しえん)します。
	高齢者 (こうれいしゃ)支援課 (しえんか)

	５
	放課後 (ほうかご)子 (こ)ども教室 (きょうしつ)
[bookmark: _GoBack]の実施 (じっし)
（70ページ再掲 (さいけい)）
	地域 (ちいき)のボランティアの力 (ちから)により、各小学 (かくしょうがっ)校区 (こうく)において、子どもたちの放課後 (ほうかご)等 (とう)の安全 (あんぜん)・安心 (あんしん)な居場所 (いばしょ)として、学 (まな)びや体験 (たいけん)、世代間 (せだいかん)交流 (こうりゅう)等 (とう)の場 (ば)を提 (てい)供 (きょう)します。
	地域 (ちいき)学習 (がくしゅう)支援課 (しえんか)



[image: 放課後子ども教室　大正琴.JPG][image: ]








放課後 (ほうかご)子 (こ)ども教室 (きょうしつ)
こども110番 (ばん)のいえのプレート
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